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2025 No.30つなぐ
ふるさと宇和島／南予

●インタビュー 「記憶の奥に漂う抒情」 画　家 森本 秀樹

特集 三輪田俊助
30号



C o n t e n t s

表紙 ／「こっちむいて」
  作   ／   ありま三なこ

プロフィール
1987年生まれ　愛媛県宇和島市出身
子供の頃から絵を描くことが好きで、大学の卒
業制作で、しかけ絵本を作り、それから絵本に
興味を持つ。2016 年第８回 be 絵本大賞受賞、
絵本作家デビューを果たす
現在は個展やイベントへの出品等で活躍中

つなぐ春号　No.30
〒798-0041 宇和島市本町追手 2-4-10
0895-23-7000
年 4 回発行（季刊誌）
配布先 /宇和島信用金庫各営業店ほか
発　行 /宇和島信用金庫
編集・構成 /業務推進部  広報文化室  川尻純滋

本誌掲載内容の無断転載を禁じます

2025 March
春 号

01 おかげさまで 30 号

04

20

カタクリの花（撮影／北濱一男）

25

お気楽俳句　小野 更紗　／　（絵）律川 エレキ　／　おすすめ本　岩崎書店

11予土線のあの人に会いたい

文ちゃんとどつぼの

23

特　集　三輪田 俊助

食めぐり　美味しさを彩る「野菜とれていますか︖」　　　　　　　　　和田 広美
管理栄養士

柑橘ソムリエ
シーフードマイスター

卯之刻相撲（宇和島市吉田町） 愛媛大学地域協働推進機構　 准教授　大本 敬久

10 三輪田俊助とは、　　　清家 克久

撮 り 歩 き な ん よ   「辰野川の桜は、おらが桜」     写真家　北濱 一男

09

12 父のこと　　　　　　  河野たか

13 私の出発点　　　　 薬師神 親彦

うわしん若手経営塾ОB若だんな 18 株式会社ロビン　　代表取締役 小島大資

27 つなぐ美術館　べにばら画廊／アトリエぱれっと

29 斗酒百篇　／　4 コマ漫画「きさいやくん」　　

28

医　療　「頭痛について」　沖内科クリニック　副院長 沖 良隆

映画監督　大森研一

い の ち の は な し 

グーチョキパー 11  「子ども教室で郷土料理に挑戦しています！」　　毛利 弘子22

05

24

14 「風景」との再会　　　森本 秀樹

16

26

15 三輪田俊助の足あと

エッセイ　「俳句と音楽の界隈にて」 ローゼン 千津

06 インタビュー　画家 森本 秀樹　「記憶の奥に漂う抒情」

ギャラリーの公開準備すすむ



おかげさまで30号

地域文化のよりどころ 神社をめぐる特集

ご自由にお取りください

創刊号
2018 No.1つなぐ

創刊記念特別企画 宇和島市長　岡原文彰氏　　 　うわしん理事長 村尾明弘
新春

対談

耕して天に至る 水荷浦 段ばた特集

春 号
ご自由にお取りください

2018 No.2つなぐ

インタビュー ソムリエール　清家  葉子

郷土愛あふれる山下亀三郎の人生 亀三郎物語特集

夏 号
ご自由にお取りください

2018 No.3つなぐ

インタビュー えひめ伝統工芸士　二代目　宇都宮よしを

時代劇の父 映画監督　伊藤大輔
特集

秋 号
ご自由にお取りください

2018 No.4つなぐ

インタビュー 写真家  水野謙治吉田

歴史とデザインが織りなす異空間 木屋旅館特集

新春号
ご自由にお取りください2019 No.5

つなぐ

インタビュー 注連飾り職人  上甲　清

宇和島に春を呼ぶ　西江寺　えんま祭

春号
ご自由にお取りください2019 No.6

つなぐ

インタビュー 愛媛 FC 監督  川井 健太

県境の自然あふれる里山　津島町 御槇特集

夏号
ご自由にお取りください2019 No.7

つなぐ

インタビュー 星空観察指導員  田村　稔
新一万円札の顔 渋沢栄一と宇和島の縁特集

秋号

ご自由にお取りください

2019 No.8つなぐ

インタビュー 井伊商店　三代目当主  井伊 友博
奇跡の味わい 愛南びやびやかつお特集

ふるさと宇和島／南予

新春号

ご自由にお取りください

2020 No.9つなぐ

四国のはずれの町から出た ３人のオリンピックメダリスト特集
1

ふるさと宇和島／南予

東京の中の宇和島特集
2

インタビュー   　　　　　　松田 治廣第 18 回オリンピック東京大会 
　体操 / 跳馬・団体 金メダル

春号

ご自由にお取りください

2020 No.10つなぐ

宇和島駅のこと特集

ふるさと宇和島／南予

インタビュー   　　　　　　島内 純代やまこうどん　二代目店主

秋号

ご自由にお取りください

2020 No.12つなぐ

海と海と海のまち　西　海特集

ふるさと宇和島／南予

インタビュー　   夏井いつき 俳人

連　載 鉄女 やましたあやこ＆
鉄道カメラマン つぼうちまさみ予土線三駅語り

＃鯛たべよう おうちde食べよう

夏号

ご自由にお取りください

2020 No.11つなぐ

遺されたキセキ

文化薫る卯之町の町並み特集

ふるさと宇和島／南予

インタビュー　   　　    藤川 朋宏  卯之町バール OTO

新連載 鐵女 やましたあやこ＆
鉄道カメラマン つぼうちまさみ予土線三駅語り

宇和島市新型コロナ対策「産地応援」企画

＃鯛たべよう

新春号

ご自由にお取りください

2021 No.13つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー　   　　　　ありま三なこ絵本作家 イラストレーター　

牛　鬼特集
1

特集
2

〝宇和島のダ・ヴィンチ〟と呼ばれた鬼才

「牛鬼」作家 河野一水

春号
ご自由にお取りください

2021 No.14つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー　   　　　　中川奈美 歌手、声優、ナレーター

鬼北町の鬼伝説特集
1

特集
2

NHK 大河ドラマ「青天を衝け」放送開始
「渋沢栄一をめぐる宇和島の人々」

夏号
ご自由にお取りください

2021 No.15つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー ＮＰＯ法人うわじまグランマ　代表理事 松島 陽子

  津島岩松 小西本家離れ座敷
「色ガラスの家」再生

特集
1

特集
2

愛媛県立宇和島水産高等学校
フィッシュガールの挑戦

秋号
ご自由にお取りください

2021 No.16つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー タナベ昭和館　主宰 田部 司

宇和島信用金庫  創立 100 周年企画
百年前の宇和島

特集
1

特集
2

撮り歩きなんよ特別編

ふるさとの紅葉

新春号
ご自由にお取りください

2022 No.17つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー 西本酒造　前当主 西本 勝

大正浪漫
高畠華宵の魅力

特集
2

特集
1

宇和島信用金庫  創立 100 周年企画

宇和島の近代化と城堀り

春号
ご自由にお取りください

2022 No.18つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー 宇和島靴修理センター　店主 稲田 文男

石原慎太郎氏の電文
 山下亀三郎物語「トランパー」著者　宮本しげる

特集
2

特集
1

宇和島信用金庫  創立 100 周年企画

「宇和島信用購買組合」誕生

夏号
ご自由にお取りください

2022 No.19つなぐ
ふるさと宇和島／南予

特集 宇和島信用金庫  創立100周年記念特別企画　　韋駄天 鈴木健吾
マラソン日本記録保持者

秋号
ご自由にお取りください

2022 No.20つなぐ
ふるさと宇和島／南予

特集 海を渡る謎多き蝶「アサギマダラ」
インタビュー　「あの時の言葉が私の心に火をつけた」 家具職人 兵頭 保長

スペシャル インタビュー「この世界は一粒の籾からはじまった」 映像作家 松浦 靖

新春号

ご自由にお取りください

2023 No.21つなぐ
ふるさと宇和島／南予

特集

インタビュー 「必ず︕紅白歌合戦へ」 歌手 空  大樹

津島太鼓集団　 　　 みやび

夏号

ご自由にお取りください

2023 No.23つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー 「青のありか」 メッサスポーツクラブ宇和島　代表 兵頭  広一

特集 2 昭和レトロ家電の聖地　兵頭電機商会

特集
畦地梅太郎記念美術館　井関邦三郎記念館　開館20周年記念

三間の偉人と小さな記念館の軌跡

春号

ご自由にお取りください

2023 No.22つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー 「青のありか」 画家　吉田淳治

SPECIALインタビュー「作品づくりを通して意味のある人間になりたい」漫画家　清家  孝春

特集 愛すべき南予アルプス

秋号

ご自由にお取りください

2023 No.24つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー「私のマーマレードを宇和島の特産品にしたい︕」 Citrus-Line（シトラスライン） 代表 清家 修造
◇Topics／桐朋学園と山下亀三郎の縁

特集
愛媛県指定無形民族文化財

未来につなげ吉田秋まつり神幸行事

新春号

ご自由にお取りください

2024 No.25つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー「自分の歌がふるさとへ届いているのが嬉しい︕ 」 シンガーソングライター 大石 昌良

特集
なぜ、全国レベルのボート競技がこの街に根付いたのか

宇和島競漕物語

春号

ご自由にお取りください

2024 No.26つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー 「 ピ ン チ は チ ャ ン ス ！」  企業組合いわまつ 代表理事 兵頭 肇

特集 重要伝統的建造物群保存地区に選定された 岩松の魅力

夏号

ご自由にお取りください

2024 No.27つなぐ
ふるさと宇和島／南予

インタビュー 「ランニングは楽しい！ 山を走るともっと楽しい！ 」 ランナー／トレイルランナー 薬師寺 裕人 

特集 ふるさとの大切な食文化 麦みそ

秋号

ご自由にお取りください

2024 No.28つなぐ
ふるさと宇和島／南予

●インタビュー 「ふるさと宇和島を芸術の街にしたい！ 」 アトリエぱれっと　代表 清家 由佳 

特集 天台宗の修業寺は、どうして鬼北の地につくられたのか 国史跡 等妙寺旧境内

新春号

ご自由にお取りください

2025 No.29つなぐ
ふるさと宇和島／南予

●インタビュー 「継続するというクリエイション」 ヴィオロン・ダングル　オーナーシェフ 岡 寿彦

特集 宇和島 闘牛

２０１８年１月に創刊して以来、「つなぐ」も本号で３０号を迎えることができました。

これもひとえに、ご愛読いただいた皆様のおかげです。これからも宇和島信用金庫とも

ども末永くご愛顧頂きますようお願い申し上げます。

30th



大宅壮一は『僕の日本拝見』（昭和32年　中央公論社）で、宇和島を「日本
の終着駅」と紹介し、一躍、宇和島を有名にしたが、大宅は宇和島に新
聞が多いことに驚いている。昭和戦後、宇和島には新聞が３０紙ほども
あったという。もっとも、そのほとんどは、いわゆるごろつき新聞で、
低俗で煽情的なゴシップ記事満載、ゆすりたかりを目的としているもの
もあった。以上は昔話である。しかし、宇和島人の噂好き、知的好奇心
は今もって脈々と続いている。そういった土壌に貴重な大輪の花を咲か
せている情報誌が、ほかならぬ「つなぐ」である。「つなぐ」の益々の隆
盛を願ってやまないゆえんである。

宇神　雪斎
ugami  sessai

作家・音楽評論家

（エッセイ）

大本　敬久
ōmoto  takahisa

愛媛大学地域協働センター南予 
副センター長

（南予の祭歳時記）

『つなぐ』創刊 30 号、おめでとうございます。北濱一男氏の写真で祭り
を紹介する「南予の祭り歳時記」。観光化された祭りよりも地域で継承さ
れる小さな祭りに注目しながら連載しています。人口減少が進む南予で
伝統行事をいかに持続していくのか。その継承に向けては様々な立場の
人びとが価値を認識した上で、主体的に活動していくことが必要になり
ます。これは『つなぐ』にも共通します。世代、地域の内外、そして思
いや心を「つなぐ」ことで南予の未来を構築していく。そういった結節
点となることを今後も期待しています。

ありま三なこ
arima  minako

絵本作家・イラストレーター

（表紙）

この度、「情報誌つなぐ」創刊 30 号を迎えられましたこと、心よりお祝
い申し上げます。
2018 年の刊行から共に歩ませていただき早７年。いつも宇和島の皆さま
が笑顔で手に取る姿を想像しながら制作しています。バックナンバーを
見返すと私自身の成長も感じられとても感慨深い気持ちになりました。
「つなぐ」から溢れ出る宇和島パワーに「私も頑張ろう」と刺激を受けて
います。今後もより多くの方の目に留まる表紙になるよう尽力いたしま
す。さらなる発展を祈念して、お祝いの言葉とさせていただきます。

小野　さとみ
ono  satomi

（お気楽俳句）

『つなぐ』創刊 30 号、おめでとうございます。
とても手厳しい編集者時代の先輩たちに見せたところ、よく出来てるね
との賛辞。「お気楽俳句」で句を掲載した俳人たちにも好評です。「お気
楽俳句」も連載 7年。その間に残念なことと言えば、宇和島東高校の俳
句部が廃止され、俳句甲子園出場が途絶えたこと。二度も個人最優秀賞
をとっているのに＆夏井いつき組長の母校なのに。俳句は面白くていろ
んな知識が深まるし、全国に友達も出来ます。ぜひまたチャレンジして
欲しい！　伊達博とコラボして大竹伸朗美術館を造れば良かったのにと
これまた残念。

沖　良隆
oki  yoshitaka

沖内科クリニック 
副医院長

（医療）

宇和島はいい街です。でも人口が減ってきています。高齢化率は増加し、
医療の担い手は少なくなり、どの医療機関も人手不足です。救急の現場
は疲弊しつつあります。宇和島では過去 10 年で 14 の診療所が閉院しま
したが、新規開業はわずか 3件です。厳しくなる医療や介護の状況で限
られた医療資源や人材を有効に活用するには地域の助け合いが必要です。
しかし、知らない者同士では連携は生まれません。宇和島という地方都
市を再発見し、助け合って生きていくための貴重な情報を「つなぐ」は
教えてくれます。創刊 30 号、おめでとうございます。

北濱　一男
kitahama  kazuo

（撮り歩きなんよ）

思えば川尻さんとの出会いは、友人の紹介からでした。ある日、川尻さ
んが自宅に来られて「つなぐ」という季刊誌に撮影した写真を載せて「撮
り歩きなんよ」をやりませんか？　とのお話だったように思います。写
真だけのつもりでお引き受けしたのに「簡単でいいから文章も書いてく
ださい」と言われ 29回も書いていたということに自分自身が驚きました。
微力ではありますがこれからも協力してゆきたいと思っています。今後
も「つなぐ」が地域に根ざした季刊誌となり更なるご発展をとげられる
ことをお祈り申し上げます。

城内　章
shirouchi  akira

絵本作家

（4コマ漫画）

創刊 30 号おめでとうございます。
宇和島の歴史や文化、そして、それらを彩る人々やエピソードはとても
面白く、「宇和島って歴史と文化の宝箱やな」と思っていました。
宇和島信用金庫さんに漫画のお話をいただいた時、それを漫画という形
で面白く発信できたらと思い描かせていただくことにしました。描くほ
どに新しい発見があります。交通の便も良くなった今、この歴史と文化
という宝物をうんと観光に活かせれる一助になればと、「きさいやくん」
と「いっぺんにゃん」に頑張ってもらっています。
「いっぺんきさいやおいでなせ♬」子どもの時から大好きな歌です。

創

刊

３

０

号

に

寄

せ

て



和田　広美
wada  hiromi

管理栄養士 /柑橘ソムリエ
シーフードマイスターほか

（食）

情報誌つなぐ創刊 30号にあたり、謹んでお祝いを申し上げます。 数年前、
街角で可愛いイラストが表紙を飾った「つなぐ」を見つけ、その充実し
た内容と宇和島愛にあふれた記事に惹かれ、毎回の発刊を心待ちにして
いたことを思い出します。なかなか手に入らない時もあり、市内中を探
し回ったこともありました。ひょんなご縁からご依頼を頂き大変恐縮し
た次第ですが、「長年栄養士として携わってきた『食』への思いを伝えら
れる機会を頂いた」と考え、現在「食めぐり」作成に奮闘しています。
宇和島の歴史や文化、偉人、おいしいお店、健康情報など、生き生きと
した写真と共に綴られた記事は、現在に至るまで常に進化されているよ
うに感じています。私もそれに相応しい内容が書けるよう、今後も精進
していきたいと思っております。

律川　エレキ
ritsukawa  ereki

映像作家

（お気楽俳句）

創刊 30 号おめでとうございます。
「つなぐ」の仲間に入れていただき大変嬉しく、そして毎回楽しく描か
せていただいています。
昨年、伊吹八幡神社秋祭りの日、柿原地区の小学生女児たちの「雪輪獅
子」を撮影する機会がありました。赤白青の衣装、獅子頭を右手に太鼓
と歌に合わせ、一軒一軒お宅の前で丁寧に踊っていきます。移動しなが
ら最後の踊りまで３時間ほどかかりました。本番まで何度も練習された
そうですが、振付の指導は「雪輪獅子」経験者である地元の女子高校生。
お祭りを通じ、若い女の子たちも伝統を継承。私自身これからも宇和島
の「つなぐ」を発見していきたいと思っています。

清家　由佳
seike  yuka

アトリエぱれっとガロ　代表

（つなぐ美術館）

創刊 30 号おめでとうございます。
いつも、うちの生徒さん達に「つなぐ」をお配りすると、「待ってました
ー♪」と１ページ１ページ、大切そうに開いて作品制作そっちのけで夢
中になって読まれ、「これだけの情報誌は他にはないね」と話題になりま
す。「つなぐ」は地元に根ざした信金さんの大切な地域貢献のカタチだと
改めて感じます。そして、今や地元では、知らない人はいないほど愛さ
れる情報誌となっています。「つなぐ美術館」でご縁を頂いて 7年。絵を
描く方々の励みとなり、支えていただき本当にありがとうございます。
これからも、「つなぐ」の広がりがとても楽しみです。

　　「楽しみにまっとたんよ！」
「つなぐ」をお渡しした時に、愛読してくださっている方々からかけても
らう嬉しい言葉です。「知っている人や地域の事が出たり、写真もきれい
やし、読みやすいね」、「都会に住む娘に送り、それを話題に長電話する
のが、楽しみなんよ、何よりのふるさと便ですよ」等々、沢山の感想が
届き、愛読者がロコミで確実に増えている実感を感じています。
2 0 2 2 年（No.19） から連載させてもらっている私自身も、ふるさと宇和
島の素晴らしさを再確認させてもらえる機会になっています。人気の秘
密は、編集を担当されている川尻さんの誠実で温かいお人柄が文面から
伝わってくるものだと信じています。

毛利　弘子
mori  hiroko

元教員

（グー チョキ パー）

山下　文子
yamashita  ayako

予土線利用促進対策協議会
HPコラム担当

（予土線のあの人に会いたい）

「つなぐ」創刊３０号おめでとうございます！
「つなぐ」は、Ａ４サイズ、およそ３０ページ。旅のおともにぴったりの
軽量なサイズ感でありながら、ページをめくるとその情報量にびっくり
仰天する濃厚な冊子。川尻編集長のたぎる地元愛と豊かな人脈や感性に
より、年に 4回発刊されていますが、こんなに深く地元を掘り下げてい
る冊子はないのではなかろうか。えんまさま、闘牛、やまこのうどん、、、
私が好きな宇和島のことはたいがい「つなぐ」で特集されてきましたが、
いやはや毎号開くたびに未知の情報があふれているのです。その情熱を
見習って、私も引き続き予土線でつながる人々の記事を「つなぐ」に書
き続けていく所存であります。

創

刊

３

０

号

に

寄

せ

て

吉田桃子
yoshida  momoko

べにばら画廊

（つなぐ美術館）

「あの宇和島の冊子！なんやったかね・・・   “つなぐ” よ！置いてあるん
やろ？」「3冊やんさいや！面白いけん配るんよ」「次はいつ出るんかね
？」「バックナンバーもある？」当店には “つなぐ” を楽しみに定期的に
尋ねて来られる方がいらっしゃいます。歴史、文化、そして、今、宇和
島を生きる “人” にも重きを置いて、時と人の繋がりを大切に取材し続
ける川尻さん。よくある情報誌とは本質的に異なる、次号を待たれ、読
んで欲しいと誰かに紹介したくなる季刊誌。創刊 30 号おめでとうござ
います。今後も長く続いていくことを願っています。



　
国
際
的
チ
ェ
リ
ス
ト
の
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ロ
ー

ゼ
ン
と
結
婚
し
て
、
は
や
十
五
年
目
に
突
入
し

ま
し
た
。
道
後
伊
月
庵
の
隣
に
チ
ェ
ロ
教
室
の

看
板
を
か
け
、
俳
句
と
音
楽
の
種
ま
き
余
生
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
俳
句
の
種
ま
き
」
を
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
す
る
姉
夏
井
い
つ
き
の
率
い
る
「
い

つ
き
組
」
に
所
属
し
て
句
作
に
励
み
、
夏
井
＆

カ
ン
パ
ニ
ー
と
い
う
会
社
で
は
俳
句
書
籍
の
製

作
な
ど
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
音
楽
の
種
ま

き
の
方
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
付
き
人
兼
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
ロ
ー
ゼ
ン
チ
ェ
ロ
ク
ラ
ス
に
来
ら
れ

る
生
徒
さ
ん
の
お
世
話
や
通
訳
な
ど
を
や
っ
て

い
ま
す
。

　
初
め
て
ニ
ッ
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
い
た
時

の
「
チ
ェ
ロ
と
は
こ
れ
ほ
ど
雄
弁
に
気
持
ち
を

語
る
楽
器
な
の
だ
！
」
と
い
う
感
激
を
、
一
人

で
も
多
く
の
観
客
に
お
伝
え
し
た
い
思
い
で
一

杯
で
す
。
そ
う
言
え
ば
、
生
ま
れ
て
初
め
て
俳

句
の
句
集
を
読
ん
だ
時
も
全
く
同
じ
感
想
で
し

た
。

「
俳
句
と
は
こ
れ
ほ
ど
雄
弁
に
気
持
ち
を
語
る

文
学
な
の
だ
！
」
と
。

　
実
際
に
、
こ
の
看
板
を
見
て
チ
ェ
ロ
ク
ラ
ス

の
扉
を
叩
い
て
下
さ
っ
た
方
も
結
構
お
ら
れ
ま

す
。
突
然
、
リ
コ
ー
ダ
ー
奏
者
の
方
が
、「
私
と

一
緒
に
バ
ッ
ハ
を
演
奏
し
て
下
さ
い
」
と
、
訪

ね
て
来
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
初
心
者
で

す
が
、
娘
の
弾
く
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
将
来
合
奏

し
た
い
の
で
す
」
と
、
身
一
つ
で
や
っ
て
来
ら

れ
た
生
徒
さ
ん
に
は
、
十
年
以
上
ク
ラ
ス
で
学

ん
で
い
る
先
輩
の
生
徒
さ
ん
が
、
使
っ
て
い
な

い
楽
器
を
貸
し
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
数
ヶ
月

俳句と音楽の界隈にて

ローゼン千津

ESSAY

の
レ
ッ
ス
ン
に
手
応
え
を
感
じ
た
そ
の
生
徒
さ

ん
は
、
い
よ
い
よ
自
分
の
チ
ェ
ロ
を
買
う
決
心

を
な
さ
い
ま
し
た
。
生
涯
チ
ェ
ロ
を
趣
味
と
し

て
、
優
し
く
、
激
し
く
、
深
い
音
色
を
友
と
し

て
生
き
て
ゆ
き
た
い
、
と
思
っ
て
下
さ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　
私
自
身
は
、
子
供
の
頃
少
々
ピ
ア
ノ
を
習
っ

た
ぐ
ら
い
。
弦
楽
器
は
ま
る
で
弾
け
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
義
父
の
形
見
の
ヴ
ィ
オ
ラ
が
押
入

れ
の
中
で
寂
し
げ
に
蹲
っ
て
い
る
の
を
見
る
に

つ
け
、
い
つ
か
ヴ
ィ
オ
ラ
の
練
習
を
始
め
よ
う

と
考
え
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
遂
に
、
昨
年

か
ら
独
学
で
ヴ
ィ
オ
ラ
を
弾
き
始
め
ま
し
た
。

い
ま
だ
に
弓
の
往
復
と
音
階
の
練
習
ば
か
り
で

す
が
、
チ
ェ
ロ
と
は
ま
た
違
う
（
瞑
想
的
と
も

聞
こ
え
る
）ヴ
ィ
オ
ラ
の
音
に
触
れ
、（
会
う
機

会
の
無
か
っ
た
）
ニ
ッ
ク
の
父
と
の
対
話
め
く

静
か
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
春
風
や
ツ
ア
ラ
ト
ウ
ス
ト
ラ
か
く
語
り
き 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ロ
ー
ゼ
ン
千
津

　
最
後
に
お
知
ら
せ
で
す
。
一
昨
年
の
秋
に
道

後
宝
厳
寺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
法
話
と
チ
ェ

ロ
演
奏
の
夕
べ
」
が
好
評
に
つ
き
、
今
年
も
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
宝
厳
寺
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（hougonji_offi

cial

）
に

て
日
程
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
ら
、
チ
ェ
ッ
ク
の

上
、
是
非
聴
き
に
来
て
下
さ
い
。
下
記
の
デ
ジ

タ
ル
朝
日
新
聞
に
て
前
回
の
演
奏
の
一
部
と
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
聞
き
頂
け
ま
す
。
俳
句
と
音

楽
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

㈱夏井 &カンパニー所属ライター。いつき組俳人。チャイコフスキー国際コン
クール金メダルチェリストの夫ナサニエル・ローゼンの通訳。
夏井いつきと共著『寝る前に読む一句、二句。クスリと笑える 17 音の物語』
『食卓で読む一句、二句。お腹がぐぅ～と鳴る 17 音の物語』㈱ワニブックス発行
『五七五と出会った子供たち』㈱春陽堂書店発行。

ローゼン千津　ろうぜんちづ

ミセス・ローゼンの上人坂日記 
https://blog.goo.ne.jp/msgecko

ナサニエル・ローゼン公式ウェブサイト 
 https://nathanielrosen.net/　

ほ
う
ご
ん  

じ

う
ず
く
ま

デジタル朝日新聞　https://www.asahi.com/articles/ASRBL72SNRBBPTLC002.html
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辰野川の桜は、おらが桜
野川から寺町界隈を流れて宇和島湾内港に至る辰野川沿いに 17
本のソメイヨシノの桜が片側に植えられていて、春には川を埋
め尽くすように咲く。樹齢は、おおよそ 70 年ほどだろうか？
というのも、この桜を植えたのは鶴島小学校の生徒で、同校に
通っていた友人に聞くと1956年に 3年生だった友人たちは下流
に、西江寺に近い上流部は高学年が植えたそうだ。上流部の桜
は残念ながら数本しか残っていないが、「おらが桜」と呼べる桜
があるのは嬉しいことだろう。
私は宇和津小学校だったから愛宕山に植樹したように思うけど、
確かな記憶がなく友人に聞くと６年生の時だったと覚えていた。
ソメイヨシノは病害虫に弱く寿命が70年ほどだと聞いたことが
あるが、弘前公園内には樹齢 100年を超えるソメイヨシノが 30
0本以上あるそうで、桜はバラ科でリンゴもバラ科で、リンゴと同じように管理したら見事な花を咲かせるようになったそうだ。

撮り歩きなんよ
北濱一男が撮りためた南予の風景

北濱　一男　写真家
1945 年生まれ　宇和島市在住　学生時代からカメラをはじめ、本格的な
写真歴は約 20 数年　奈良県明日香の写真家  上山  好庸氏に師事　

　　　　　　　　　　　　　「撮り歩きなんよ」（ブログ）http://uwatu.blog135.fc2.com/

辰野川沿いの桜並木

愛宕山から見る桜と夕景
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 「記憶の奥に漂う抒情」
　　    　　      画　家〈〈 MORIMOTO  HIDEKI   森本 秀樹

　
長
年
、
東
京
銀
座
を
中
心
に
活
躍
し
て

い
る
画
家
の
森
本
秀
樹
さ
ん
（
73
）
は
、

実
母
の
面
倒
を
み
る
た
め
に
帰
郷
し
て
14

年
。
現
在
も
宇
和
島
の
ア
ト
リ
エ
で
精
力

的
に
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

保
育
園
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好

き
だ
っ
た
。
森
本
さ
ん
の
家
は
、
生
け
花

教
室
の
材
料
手
配
と
小
売
り
を
す
る
花
屋

で
変
わ
っ
た
モ
チ
ー
フ
を
探
し
に
＊
１
）
三

輪
田
俊
助
さ
ん
が
時
々
寄
っ
て
く
れ
て
、

森
本
さ
ん
も
自
然
に
先
生
の
ア
ト
リ
エ
で

絵
を
習
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
時
代
、
自
営
業
の
家
に
生
ま
れ
た

子
供
は
、
家
業
を
手
伝
う
の
が
当
た
り
前

で
、
松
山
か
ら
最
終
列
車
で
届
く
生
花
を

受
け
取
り
に
行
っ
た
り
、
店
の
裏
庭
に
集

め
ら
れ
た
草
花
を
管
理
す
る
の
が
森
本
さ

ん
の
役
目
だ
っ
た
。

　

花
屋
の
お
盆
と
年
末
は
家
族
総
出
の
忙

し
さ
で
、
戦
争
後
遺
症
で
体
調
を
崩
す
父

に
代
わ
り
男
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
。
な

の
で
、
よ
く
友
達
か
ら
遊
び
に
誘
わ
れ
て

も
家
業
の
手
伝
い
を
伏
せ
て
断
る
の
が
、

い
つ
も
嫌
だ
っ
た
。

　

幼
い
森
本
さ
ん
に
と
っ
て
、
夜
の
駅
の

赤
や
黄
色
の
ラ
ン
プ
の
灯
も
草
花
に
触
れ

る
時
間
も
、
す
べ
て
が
絵
の
モ
チ
ー
フ
に

溢
れ
た
楽
し
い
時
間
で
、
そ
う
し
て
頭
の

中
一
杯
に
な
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
紙
や
黒
板
、

ト
イ
レ
の
壁
に
落
書
き
し
て
は
親
に
叱
ら

れ
た
。

か
ず    

み

お     

が   

く
ず

　

小
学
校
一
年
生
に
な
る
と
先
生
の
協
力

を
得
て
、
初
め
て
美
術
部
を
作
り
活
動
を

始
め
る
。
登
校
す
る
朝
に
母
親
か
ら
よ
く

花
を
持
た
さ
れ
た
が
、
誰
か
に
見
つ
か
る

と
恥
ず
か
し
い
の
で
皆
が
来
る
前
に
教
室

の
隅
に
花
を
生
け
て
い
た
。
そ
の
内
、
自

分
で
花
を
選
ん
で
好
き
な
よ
う
に
生
け
る

の
が
楽
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

城
南
中
学
校
に
進
む
と
昔
か
ら
家
族
の

よ
う
に
接
し
て
い
る
三
輪
田
先
生
が
美
術

教
師
と
し
て
教
壇
に
立
っ
て
い
て
、
お
ま

け
に
先
生
の
末
娘
が
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
っ

た
も
の
だ
か
ら
、
教
室
が
騒
が
し
く
な
る

と
「
静
か
に
し
ろ
」
と
大
声
で
注
意
し
た

り
し
て
気
を
も
ん
だ
。

　

高
校
は
、
宇
和
島
東
高
に
行
く
も
の
だ

と
思
っ
て
い
た
ら
三
輪
田
先
生
か
ら
宇
和

島
南
高
を
熱
く
勧
め
ら
れ
宇
和
島
南
高
に

入
っ
た
。
当
然
、
美
術
部
に
入
り
熱
心
な

先
生
や
楽
し
い
仲
間
達
と
出
会
い
、
絵
三

昧
の
高
校
生
活
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、

二
年
の
時
、
特
攻
の
生
き
残
り
の
父
が
亡

く
な
っ
た
。

　

子
供
の
頃
か
ら
ず
ー
っ
と
宇
和
島
か
ら

脱
出
し
た
か
っ
た
の
で
、
母
に
は
申
し
訳

な
か
っ
た
が
高
校
卒
業
後
は
上
京
を
決
め

て
い
た
。

　

し
か
し
、
美
大
へ
通
っ
た
も
の
の
実
技

に
は
学
ぶ
べ
き
も
の
は
何
も
無
く
、
学
校

も
安
保
闘
争
で
閉
鎖
が
続
き
、
バ
イ
ト
ば

か
り
し
て
い
た
。
た
だ
唯
一
、
民
俗
学
者

の
宮
本
常
一
の
講
義
が
そ
の
後
の
生
き
方

や
絵
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
。

　

美
大
を
卒
業
し
て
自
由
に
な
り
、
バ
イ

ト
生
活
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
３
〜
４

年
は
絵
ら
し
い
絵
は
殆
ど
描
か
ず
、
バ
イ

ト
に
明
け
暮
れ
た
。
そ
ん
な
時
、
友
人
の

紹
介
で
大
き
な
寮
の
ボ
イ
ラ
ー
マ
ン
の
仕

事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

暗
い
半
地
下
の
ボ
イ
ラ
ー
室
の
破
れ
た

ソ
フ
ァ
ー
の
上
に
は
ギ
タ
ー
が
あ
り
、
宿

泊
所
に
は
ピ
ア
ノ
が
置
い
て
あ
っ
た
。
こ

の
不
思
議
な
空
間
に
魅
了
さ
れ
て
、
毎
夜
、

仲
間
が
集
ま
り
安
酒
を
飲
ん
で
は
芸
術
談

義
に
花
を
咲
か
せ
た
。

「
こ
の
ボ
イ
ラ
ー
室
で
過
ご
し
た
日
々
が
私

に
と
っ
て
大
切
な
時
間
で
、
だ
ん
だ
ん
自

分
の
や
り
た
い
事
が
見
え
て
き
た
ん
で
す
」

　

そ
の
後
、
結
婚
を
し
、
創
作
活
動
を
続

け
な
が
ら
生
活
の
為
に
高
級
ブ
ラ
ン
ド
紳

士
靴
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
浅
草
橋
の
会
社

で
働
い
て
い
た
。
会
社
の
ボ
ー
ナ
ス
を
注

ぎ
込
ん
で
初
個
展
を
銀
座
の
貸
画
廊
で
開

い
た
時
、「
宇
和
島
は
、
ど
こ
の
島
で
す
か

？
」
と
沢
山
の
お
客
に
聞
か
れ
た
。

　

丁
度
、
高
校
野
球
春
の
選
抜
大
会
と
個

展
日
程
が
重
な
り
、
宇
和
島
東
高
が
優
勝

し
た
お
陰
で
翌
日
か
ら
、
そ
ん
な
お
客
は

居
な
く
な
っ
た
。

　

あ
る
時
、
市
場
調
査
と
い
う
名
目
で
会

社
を
抜
け
出
し
、
有
名
作
家
の
個
展
を
観

に
行
っ
た
ら
、
そ
の
企
画
画
廊
の
オ
ー
ナ

ー
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
て
、
後
日
作
品
を

見
せ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
個
展
を
や
る
こ

※

３
︶

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
50
点
近
く
展
示
し

た
作
品
が
ほ
ぼ
完
売
し
、
こ
れ
を
期
に
絵

で
食
べ
て
行
く
覚
悟
を
決
め
る
。

　
そ
し
て
、
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
の

＊
２
）「
宇
和
島
」
シ
リ
ー
ズ
の
発
表
で
、

そ
の
評
価
は
揺
ぎ
無
い
も
の
と
な
り
、
多

く
の
画
家
た
ち
と
交
流
を
深
め
、
銀
座
界

隈
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
に
母
が
倒
れ
、

看
病
の
為
に
宇
和
島
へ
の
帰
郷
を
決
断
す

る
。

　

花
屋
を
廃
業
し
て
ア
ト
リ
エ
と
介
護
用

の
家
に
改
装
し
た
。
そ
し
て
独
居
の
母
が

お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
人
達
へ
の
恩
返

し
の
気
持
ち
で
民
生
委
員
を
引
き
受
け
た

矢
先
に
母
が
亡
く
な
り
、
宇
和
島
で
の
生

活
に
気
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
。

　

森
本
さ
ん
に
と
っ
て
「
絵
を
描
く
」
こ

と
は
、「
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
一
生
続

け
る
と
い
う
こ
と
」
だ
と
言
い
、

「
も
し
も
、
ブ
ラ
ン
ド
靴
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
続
け
て
い
た
ら
、
ス
ト
レ
ス
で
、
も
う

と
っ
く
に
死
ん
で
ま
す
よ
」
と
笑
う
。

　

作
品
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
自
身
が
「
宝
」

と
呼
ぶ
、
幼
少
期
か
ら
小
学
生
頃
ま
で
の

消
え
ず
に
残
っ
た
感
性
の
欠
片
だ
。
こ
の

欠
片
は
、
時
に
「
宇
和
島
」
と
断
定
さ
れ

困
惑
す
る
が
、
そ
れ
は
、「
小
さ
い
こ
ろ

の
記
憶
」
で
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
お
か
げ

で
作
品
を
生
み
出
す
の
に
苦
労
は
な
い
と

言
い
切
る
。

　

今
年
は
、
４
月
に
新
し
く
オ
ー
プ
ン
す
＊2）「宇和島　森本秀樹画集」は、宇和島市立図書館で貸出可能。
　　　画集の巻末には、  「私の描く風景が父の見ていた風景だったのかも知れないと、その時気づかされた」と記している

＊1）本号 P9 からの「特集　三輪田俊助」参照

み
や
も
と
つ
ね
い
ち

つなぐ　2025春号　　 6
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店内のカウンター

プロフィール
1951 宇和島生まれ　1971 武蔵野美術短大油絵専攻卒業　1977 千葉県展受賞（77～ 85 年出品）

1990 上野の森美術館大賞展出品（92年賞候補、93 年佳作賞）　1991  昭和会展出品（92年出品）

1999 日本国際現代美術展（NICAF）出品（01年出品）　2003 森本秀樹画集「宇和島」刊行
2006 コレクターによる森本秀樹展－宇和島－（東京Gallery　KANI）森本秀樹展 ― 記憶の UWAJIMA ―（宇和島生涯学習センクー）　

2007 森本秀樹展 父の見ていた風景－宇和島－（長野 梅野記念館絵画館） 　森本秀樹展（愛媛、畦地梅太郎記念美術館）

2014 斎藤実コレクション－ 森本秀樹展－（東京、Gallery ゴトウ）　森本秀樹展（神奈川、museumfrom winds) 　
2016 森本秀樹展（松山ミウラート・ヴィレッジ）

2022　森本秀樹・猛二人展「漂う抒情・記憶の軌跡」（愛媛、町立久万美術館）　
2023 森本秀樹展（静岡ぬましんストリートギャラリー）　

東京 Gallery ゴトウを中心に企画個展 100 回以上、グループ企画展多数　現在 無所属
2010 年よりアトリエを千葉から宇和島に移す

7　    つなぐ　2025春号

る
）「
ア
ト
リ
エ
ぱ
れ
っ
と
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｏ
」
で

の
個
展
（
P8
参
照
）
と
毎
年
秋
に
開
催
さ

れ
る
銀
座
「
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
画
廊
で
の
企
画

展
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　　
森
本
さ
ん
の
気
取
り
の
な
い
、
ど
こ
か

懐
か
し
く
や
さ
し
い
作
品
を
図
録
や
印
刷

物
で
な
く
、
ぜ
ひ
本
物
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

　
　
　 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
／
川
尻
純
滋



会　場／Atelier Palette GARO（アトリエぱれっと ガロ）
宇和島市泉町2丁目2-10（やくしじこどもクリニック跡）TEL.090-7784-4703

Morimoto Hideki exhibition
森本秀樹展

火～金 12:00 ～ 19:00　土～日 10:00 ～ 17:00（最終日 15:00 まで）＊月曜日は休廊

2025. 4/8thu 》4/20sun

－ 精 霊 の 気 配 －
私 は 幼 少 期 か ら 自 然 の 中 に 棲 ん で い る 不 思 議 な 気 配 を 「 精 霊 た ち 」

と 呼 ん で 密 か に 親 し ん だ り 怖 が っ た り し て 過 ご し て 来 ま し た 。

大 人 に な る に つ れ 感 じ る こ と は 少 な く な り ま し た が 、

今 で も 目 を 凝 ら す と 自 然 だ け で な く 日 常 の す ぐ 近 く に も

棲 ん で い る 気 配 が し て 、 懐 か し さ さ え 覚 え ま す 。 　 　 　   森 本 秀 樹

つなぐ　2025春号　　 8

ユキの生れた T 浦 　OIL　F50

琥　珀　MIXT

森 の 奥 　MIXT

●
ク
ロ
ネ
コ

●
松
乃
湯

アトリエぱれっと●

●八幡神社

フジグラン北宇和島●

■ ●
信
金

須
賀
川
ダ
ム
↓

Atelier Palette
GARO



特集

三輪田 俊助
Miwada Shunsuke
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三
輪
田
俊
助
と
は
、

ル
ー
プ
を
結
成
す
る
。
翌
年
の
５
月
頃
か
ら
ほ
ぼ

月
に
一
回
、
瀧
口
修
造
を
招
い
て
批
評
会
を
行
い
、

12
月
に
「
繪
畫
（
絵
画
）」
第
一
回
展
を
銀
座
の
紀

伊
国
屋
画
廊
で
開
催
し
た
。

　
瀧
口
が
第
一
回
展
評
を
「
ア
ト
リ
エ
」
に
発
表

す
る
が
、
そ
の
中
で
「
二
、
三
を
除
い
て
ダ
リ
の

＊
５
）
エ
ピ
デ
ミ
ッ
ク
な
影
響
は
、
良
い
に
つ
け

悪
い
に
つ
け
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
評
し
た
。

　
し
か
し
、
意
外
に
も
瀧
口
か
ら
「
君
の
絵
は
＊

６
）
ル
ネ
・
マ
グ
リ
ッ
ト
の
よ
う
だ
」
と
言
わ
れ

た
そ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
大
地
に
屹
立
す
る
大

き
な
蝶
を
描
い
た
「
風
景
」
と
題
す
る
作
品
は
、

「
だ
ま
し
絵
」
の
よ
う
に
見
え
る
。
蝶
の
翅
は
朽
ち

た
葉
で
あ
り
、
胴
体
は
蓑
の
よ
う
で
、
左
前
方
に

落
ち
て
い
る
翅
の
破
片
は
ま
る
で
飛
行
機
の
残
骸

を
想
わ
せ
る
。

先
生
は
、「
ア

ト
リ
エ
か
ら
見
た

吉
祥
寺
の
景
色
に
、
こ
こ
に
偶
然
蝶
を
置
い
た
ら

ど
う
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
発
想
で
背
景
は
常
に
身

辺
的
風
景
で
す
が
、
非
合
理
的
な
世
界
を
き
ち
っ

と
見
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
」
と
語
っ
て

い
る
。

　
こ
の
作
品
は
「
急
速
に
戦
時
体
制
へ
と
傾
斜
し

て
い
く
時
代
の
な
か
で
抑
圧
さ
れ
、
傷
つ
い
て
い

く
前
衛
美
術
そ
の
も
の
を
象
徴
し
て
い
る
か
に
み

え
る
」（
大
熊
敏
之
「
日
本
超
現
実
主
義
絵
画
に
み

る
蝶
と
貝
の
モ
テ
ィ
ー
フ
」
蝶
の
夢
・
貝
の
幻1

927

〜1951

展
・
三
岸
好
太
郎
北
海
道
立
美
術

館
１
９
８
９
年
）
と
評
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
シ

ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
、
し

ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

＊3）現実と夢が混ざり合った世界を表現する芸術運動で「超現実主義」と訳される　＊2）日本の洋画家。透明水彩絵具に不透明水彩絵具を併用する新たな水彩技法を編み出した

三輪田俊助のアトリエ

　
私
が
初
め
て
三
輪
田
俊
助
先
生
（
以
降
：
先
生
）

の
自
宅
を
訪
ね
た
の
は
１
９
８
０
年
代
中
頃
の
こ

と
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
道
路
に
面
し
た
生
垣
、

奥
の
玄
関
へ
続
く
煉
瓦
を
敷
い
た
通
路
脇
の
植
込

み
や
中
庭
の
佇
ま
い
に
植
物
を
愛
す
る
画
家
の
ま

な
ざ
し
を
感
じ
た
。
ア
ト
リ
エ
に
入
る
と
正
面
の

大
き
な
掛
時
計
が
目
を
引
い
た
。
そ
の
他
、
描
き

か
け
の
絵
や
モ
テ
ィ
ー
フ
と
な
る
静
物
の
類
が
所

狭
し
と
置
か
れ
、
こ
こ
で
日
々
思
索
を
重
ね
な
が

ら
制
作
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
以
後
、
こ
の
訪
問
が
き
っ
か
け
と
な
り
度
々
お

宅
に
お
邪
魔
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
先
生
は
、

い
つ
も
旺
盛
な
好
奇
心
と
探
求
心
に
溢
れ
、
お
話

し
好
き
で
、＊
１
）
瀧
口
修
造
の
イ
メ
ー
ジ
と
重

な
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
控
え
め
で
寄
り

添
う
よ
う
に
し
て
お
ら
れ
る
奥
様
も
瀧
口
夫
人
に

似
通
っ
た
印
象
の
あ
る
方
だ
っ
た
。

　
先
生
は
、
愛
媛
の
洋
画
家
を
代
表
す
る
一
人
で

あ
り
、
度
々
宇
和
島
に
取
材
に
訪
れ
た
小
説
家
の

司
馬
遼
太
郎
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
司
馬
遼
太
郎

は
著
書
「
街
道
を
ゆ
く
」
の
な
か
で
、
先
生
が
史

跡
で
あ
る
城
山
に
市
が
武
道
館
建
設
を
計
画
し
て

い
る
こ
と
を
知
り
、「
城
山
の
緑
を
守
る
会
」
を
立

ち
上
げ
て
反
対
運
動
を
し
た
経
緯
に
つ
い
て
書
い

て
い
る
。
ま
た
、
庶
民
の
視
点
で
戦
争
の
悲
惨
さ

を
後
世
に
伝
え
る
「
宇
和
島
の
空
襲
を
記
録
す
る

会
」
の
冊
子
に
毎
回
表
紙
絵
と
挿
絵
の
提
供
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
先
生
の
人
間
性
の
一
面
を
伝
え

る
も
の
で
あ
る
。

　
先
生
は
、
１
９
１
３
年
に
宇
和
島
和
霊
神
社
の

宮
司
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
國
學
院
大
学
に
進

学
す
る
が
、
洋
画
家
で
水
彩
画
家
と
し
て
知
ら
れ

た
＊
２
）
中
西
利
雄
と
偶
然
の
出
会
い
か
ら
親
し

く
な
り
、
絵
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
出
品
し
た
日
本
水
彩
画
展
で
は
、
い
き

な
り
入
選
し
、
猪
熊
弦
一
郎
の
研
究
会
に
参
加
し

た
り
、
川
端
画
塾
で
デ
ッ
サ
ン
を
学
ぶ
よ
う
に
な

り
、
遂
に
は
親
に
無
断
で
１
９
３
５
年
に
帝
国
美

術
学
校
（
現
武
蔵
野
美
術
大
学
）
に
転
入
学
す
る

が
、（
徴
兵
の
こ
と
も
あ
り
）「
画
家
に
な
り
た
い
、

と
い
う
よ
り
も
そ
こ
へ
行
く
よ
り
ほ
か
、
も
う
行

き
場
が
な
い
と
い
っ
た
追
い
つ
め
ら
れ
た
気
持
ち

だ
っ
た
」
と
当
時
を
述
懐
し
て
い
る
。

　
自
由
な
校
風
の
な
か
で
新
し
い
芸
術
思
潮
で
あ

る
＊
３
）
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
魅
か
れ
、
１
９

３
７
年
に
学
友
の
＊
４
）
浜
田
浜
雄
ら
６
人
で
グ

＊1）近代日本を代表する美術評論家、詩人、画家。戦前・戦後の日本における正統シュルレアリスムの理論的支柱1903年（明治36年）～ 1979年（昭和54年）

＊4）当時日本に流入したシュルレアリスム（超現実主義）の思想と美術に
強く傾倒し、サルバドール・ダリを彷彿とさせる幻想的な作風で知られる

＊5）流行、まん延
＊6）20 世紀のベルギーを代表するシュルレアリスムの画家

は
ね

み
の

〈風景〉1937 年　町立久万美術館蔵

「絵画」のメンバー（1940 年）左から、浜田浜雄、石井新三郎、武
内秀太郎、三輪田俊助、田中素生（田中坦三の兄）、田中坦三

清家 克久
せいけ   かつひさ

1950 年宇和島市生まれ
美術コレクタ―、執筆者

た
き
ぐ
ち
し
ゅ
う
ぞ
う
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「
繪
畫
（
絵
画
）」
と
し
て
の
活
動
は
１
９
４
０

年
６
月
の
第
四
回
展
を
も
っ
て
終
わ
り
、
や
が
て

グ
ル
ー
プ
も
解
散
す
る
が
、
１
９
４
１
年
６
月
に

は
治
安
維
持
法
違
反
被
疑
で
杉
並
署
に
拘
留
さ
れ

て
い
た
瀧
口
の
も
と
へ
仲
間
の
浜
田
、
立
川
と
一

緒
に
お
金
を
出
し
合
っ
て
果
物
の
差
入
れ
を
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
卒
業
後
は
「
旬
刊
美
術
新
報
」
の
編
集
の
仕
事

に
就
く
が
、
１
９
４
２
年
に
応
召
さ
れ
徳
島
連
隊

で
三
年
間
を
過
ご
し
終
戦
を
迎
え
る
。

　
帰
郷
し
た
も
の
の
空
襲
で
家
は
焼
け
跡
と
な
り
、

そ
こ
に
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
を
建
て
父
母
と
一
緒
に
自

給
自
足
に
近
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
頃
、
知
人
か

ら
貰
っ
た
油
絵
具
で
拾
っ
た
タ
イ
ル
に
描
い
た
の

が
「
少
女
像
」
だ
っ
た
。
わ
ず
か
15
セ
ン
チ
四
方

＊8）昭和前期、日本で急速に浸透したシュールレアリスムの影響を受けた作家　瀧口修造や詩誌『新領土』の詩人たち
　　との親交もあり帝国美術系のグループ「絵画」を結成した

の
小
品
だ
が
、
市
井
の
人
々
の
復
興
に
向
け
た
暮

ら
し
を
バ
ッ
ク
に
純
真
な
眼
差
し
の
少
女
の
凛
と

し
た
姿
が
胸
を
打
つ
。
ま
た
、
宇
和
島
の
「
城
山
」

を
描
い
た
作
品
は
ま
さ
に
「
国
破
れ
て
山
河
在
り
」

を
象
徴
し
て
お
り
、
画
家
と
し
て
の
新
た
な
出
発

を
告
げ
る
重
要
な
作
品
と
な
っ
た
。

　
戦
後
は
中
学
校
教
員
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、

中
央
画
壇
や
公
募
展
と
は
一
線
を
画
し
「
愛
媛
現

代
美
術
家
集
団
」
や
「
シ
コ
ロ
」
な
ど
革
新
的
な

グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
地
方
で
の
活
動
が
中
心
と

な
る
が
、
１
９
６
４
年
に
銀
座
の
サ
エ
グ
サ
画
廊

で
行
っ
た
個
展
で
は
、
現
代
画
廊
を
経
営
し
「
気

ま
ぐ
れ
美
術
館
」
の
著
者
で
知
人
で
も
あ
る
＊
７
）

洲
之
内
徹
が
「
美
し
い
白
と
青
」
と
題
し
て
展
評

（
愛
媛
新
聞
）
を
寄
せ
、「
仕
事
の
ほ
う
は
す
こ
し

も
中
央
と
の
距
離
や
ず
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
」
と

書
か
れ
た
こ
と
が
励
み
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
戯
れ
」「
白
い
部
屋
」
な
ど
の
作
品
に
は
抽
象

表
現
主
義
の
影
響
も
見
ら
れ
、
常
に
新
し
い
表
現

を
追
求
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

〈少女像〉1946 年

＊7）日本の美術エッセイスト、小説家、画廊主・画商。愛媛県出身。

す
の
う
ち
と
お
る

さ
か
ざ
き 

お
つ
ろ
うは

ま
だ
は
ま 

お

お
ざ
き
ま
さ
と

ま
つ
お
か
よ
し
た

美術新報の表紙

〈城山〉1946 年

　
そ
の
二
十
年
後
の
１
９
８
４
年
に
は
美
術
評
論

家
の
坂
崎
乙
郎
の
紹
介
で
東
京
新
宿
の
紀
伊
国
屋

画
廊
で
新
旧
の
作
品
に
よ
る
個
展
を
行
っ
て
い
る
。

　
１
９
９
７
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
画
業
の
集
大
成

と
し
て
、
町
立
久
万
美
術
館
で
回
顧
展
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
図
録
に
先
生
の
盟
友

で
あ
る
＊
８
）
浜
田
浜
雄
や
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム

研
究
家
で
板
橋
区
立
美
術
館
主
任
学
芸
員
（
当
時
）

の
尾
崎
眞
人
ら
と
共
に
私
が
寄
稿
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

先
生
と
松
岡
義
太
館
長
（
当
時
）
の

強
い
お
勧
め
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
展
覧
会
の
感
想
の
つ
も

り
で
書
い
た
文
章
を
先
生
が
愛
媛
新

聞
社
に
紹
介
し
、
そ
れ
が
展
評
と
し

て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
そ
の
な
か
で
私
が
言
い
た
か
っ
た

の
は
、
先
生
が
一
貫
し
て
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
の
精
神
を
持
っ
た
画
家
で
あ
り
、
単
に

「
土
着
の
画
家
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
異
を
唱
え
、

優
れ
た
画
家
は
住
む
場
所
が
ど
こ
で
あ
れ
、
自
然

や
人
間
の
営
み
の
な
か
に
潜
む
宝
（
本
質
）
を
見

出
し
、
普
遍
性
に
達
す
る
表
現
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

　
先
生
自
身
も
画
業
を
振
り
返
っ
て
「
風
景
と
自

分
と
の
関
係
性
と
い
う
か
、
無
意
識
の
世
界
を
引

き
出
し
て
行
く
感
じ
で
す
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
シ

ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
発
想
。
要
す
る
に
六
十
年

た
っ
て
、
手
法
は
違
う
け
ど
、
ら
せ
ん
階
段
を
上

が
る
よ
う
に
元
の
シ
ュ
ー
ル
に
戻
っ
て
来
た
ん
だ

ね
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
２
０
１
２
年
に
は
松
山
市
の
ミ
ウ
ラ
ー
ト
・ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
で
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
た
画
家
三
輪
田

俊
助
展
」
が
開
催
さ
れ
、
先
生
は
そ
れ
か
ら
三
年

後
の
２
０
１
５
年
５
月
30
日
に
百
一
歳
の
天
寿
を

全
う
さ
れ
た
が
、
百
歳
を
超
え
て
も
な
お
、
絵
筆

を
と
っ
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

※

こ
の
文
章
お
よ
び
図
版
（
一
部
を
除
く
）
は
、
２
０
１
７
年

9
月
20
日
に
東
京
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
と
き
の
忘
れ
も
の
」
ブ
ロ

グ
に
発
表
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈戯れ〉1964 年

制作中の三輪田俊助（1996 年）
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父
の

こ
と

河
野
　
た
か

　
ア
ト
リ
エ
を
片
づ
け
て
い
た
ら
小
学
校
時
代

の
集
合
写
真
が
出
て
き
た
。
み
ん
な
が
簡
素
な

着
物
を
着
て
い
る
中
、
父
一
人
羽
織
袴
に
厚
い

草
履
を
は
い
て
い
る
。
子
供
の
頃
か
ら
身
を
律

し
て
暮
ら
し
て
い
た
ん
だ
ろ
う
か
。

　
晩
年
「
み
ん
な
に
良
く
し
て
も
ら
っ
て
幸
せ

だ
っ
た
」
と
話
し
た
。
多
く
の
作
品
と
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
（
同
じ
絵
画
グ
ル
ー
プ
の
柳
宗
理
さ

ん
を
通
じ
て
知
っ
た
柳
宗
悦
さ
ん
の
影
響
を
受

け
た
）
を
残
し
て
く
れ
た
。

　
亡
く
な
る
前
日
も
指
で
フ
レ
ー
ム
を
作
り
、

構
図
を
考
え
て
い
た
。

　
父
と
母
が
い
な
く
な
っ
て
私
は
急
に
不
安
に

な
っ
た
。

〈羊歯〉1964 年

河野たか（こうの　たか）　　宇和島市在住　三輪田俊助の長女

　
父
は
戦
前
、
九
段
の
美
術
新
報
社
と
い
う
出

版
社
で
編
集
者
を
し
て
い
た
。
作
家
（
高
村
光

太
郎
や
小
倉
遊
亀
ら
）
に
原
稿
を
受
取
り
に
行

っ
て
本
を
作
っ
た
。
そ
の
本
を
私
の
娘
が
国
会

図
書
館
で
コ
ピ
ー
を
し
て
来
た
。
父
は
書
体
や

紙
の
種
類
を
変
え
、
販
売
数
が
増
え
た
こ
と
な

ど
を
懐
か
し
く
話
し
た
。

　
戦
争
が
終
っ
て
宇
和
島
へ
帰
る
と
、
市
内
が

焼
け
野
原
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
中
で
焼
け
残

っ
た
城
山
に
感
動
し
、
一
年
後
に
「
城
山
」
を

描
い
た
。
自
宅
も
、
和
霊
神
社
の
本
殿
・
御
門

・
神
楽
殿
・
防
空
壕
に
入
れ
て
い
た
宝
物
ま
で

焼
け
て
し
ま
っ
た
。
落
胆
し
た
祖
父
と
神
社
の

復
興
を
し
て
い
た
が
、
教
員
の
半
数
が
戦
死
し

た
た
め
、
教
員
に
な
っ
た
ら
し
い
。
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
は
学
校
、
日
曜
日
に
絵
を
描
く
葛
藤

を
原
稿
用
紙
に
綴
っ
て
い
た
。

　
小
さ
い
頃
か
ら
絵
が
好
き
だ
っ
た
よ
う
で
、

家
の
ふ
す
ま
に
描
い
た
絵
が
と
て
も
上
手
だ
っ

た
と
、
父
の
妹
が
話
し
て
い
た
。「
國
學
院
大

學
を
や
め
て
美
術
学
校
に
入
っ
た
こ
と
を
父
は

反
対
し
た
が
夏
休
み
に
『
肖
像
画
を
描
い
て
く

れ
』
と
暑
い
中
キ
チ
ン
と
紋
付
き
を
着
て
座
り
、

出
来
上
が
る
と
非
常
に
喜
ん
だ
」
と
愛
媛
新
聞

の
「
父
を
語
る
」
に
書
い
て
い
る
。

つなぐ　2025春号　　 12

城南中学校の機関誌「南苑」の表
紙絵も俊助作

美術新報社で編集した「美術新
報」戦前の日本語は右横書きが
一般的だったが、俊助は「レオ
ナルド・ダ・ヴィンチ」を現代
と同じ左横書きを採用し好評を
得た

宇和島市立図書館開館 20 周年を記念
して制作されたハガキも俊助作



私
の

出
発
点

薬
師
神
　
親
彦
　
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　

私
が
三
輪
田
先
生
（
以
下
：
先
生
）
に
初
め

て
お
会
い
し
た
の
は
、
小
学
３
年
生
の
時
、
母

に
連
れ
ら
れ
て
絵
画
教
室
で
教
え
て
頂
く
よ
う

お
願
い
に
城
北
中
学
校
に
行
っ
た
時
で
す
。
母

も
女
学
校
ご
ろ
先
生
に
水
泳
を
教
え
て
頂
き
、

赤
松
遊
園
地
か
ら
戎
が
鼻
（
戎
山
）
ま
で
泳
い

だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
妹
も
城
南
中
学
校
在

学
時
に
一
年
間
、
先
生
が
担
任
し
た
ク
ラ
ス
で

学
び
、
大
学
の
教
育
実
習
で
も
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
生
は
多
く
の
方
に
絵
を
教
え
ら
れ
、

昭
和
3 8
（
１
９
６
３
）
年
に
＊
シ
ェ
ル
美
術
賞

を
受
賞
さ
れ
た
福
井
信
さ
ん
を
は
じ
め
、
森
本

秀
樹
さ
ん
な
ど
、
教
え
子
の
中
に
は
画
家
に
な

っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

私
が
東
京
で
デ
ザ
イ
ン
の
勉
強
を
す
る
時
に

先
生
か
ら
紹
介
さ
れ
た
の
が
、「
絵
画
」
の
メ
ン

バ
ー
で
盟
友
の
浜
田
浜
雄
さ
ん
で
し
た
。

　

戦
時
中
、
先
生
の
絵
は
浜
田
浜
雄
さ
ん
の
故

郷
（
山
形
県
米
沢
市
）
で
保
管
さ
れ
て
い
て
、

私
が
仲
介
を
し
て
先
生
の
元
へ
お
返
し
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

私
が
桑
沢
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
で
デ
ザ
イ
ン
を

学
ん
で
い
た
頃
、
帰
郷
し
た
際
、
宇
和
島
駅
で

大
き
く
手
を
振
っ
て
見
送
っ
て
下
さ
っ
た
姿
を

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

美
術
学
校
時
代
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
出

会
い
、
戦
後
、
焼
野
原
の
宇
和
島
で
「
少
女
」

と
「
城
山
」
を
描
き
、
作
品
は
抽
象
へ
、
そ
し

て
未
完
の
「
船
形
（
左
の
作
品
）」
を
遺
し
先

生
は
旅
立
た
れ
ま
し
た
が
、
改
め
て
こ
の
作
品

を
見
る
と
、
先
生
で
な
け
れ
ば
成
し
え
な
い
、

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
到
達
点
を
見
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

　

私
は
、
デ
ザ
イ
ン
の
道
に
進
み
ま
し
た
が
、

生
生
と
の
出
会
い
が
私
の
出
発
点
で
あ
る
こ
と

に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈都市〉1938 年 昭和 14（1939）年　徴兵検査で丸坊主の三輪田俊助（右）と浜田浜雄（左）

〈船形〉2012 年（制作中）

薬師神　親彦（やくしじ　ちかひこ）プロフィール　　宇和島市在住　桑沢デザイン研究所卒業　桑沢デザイン研究所講師　各種デザイン多数手がける

＊1956 年創設　「国内の文化・芸術の発展に寄与したい」との思いから始まった完全公募制の美術賞。その後、「昭和シェル石油現代美術賞 (1996
　～ 2001 年 )」、「シェル美術賞 (2003 ～ 2021 年 )」と名称を変更し、現在の名称は「Idemitsu Art Award」
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「
風
景
」と
の

再
会

森
本 

秀
樹
　
画
家

　

岡
本
太
郎
美
術
館
を
皮
切
り
に
２
０
２
３
年

か
ら
２
０
２
４
年
に
か
け
て
全
国
５
か
所
の
美

術
館
を
巡
回
す
る
企
画
展
「
顕
神
の
夢̶

幻
視

の
表
現
者
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
覧

会
は
、
霊
性
の
尺
度
で
特
異
な
る
表
現
者
の
作

品
を
再
認
識
、
再
評
価
が
目
的
の
企
画
展
で
し

た
。
こ
の
展
覧
会
に
宇
和
島
を
代
表
す
る
（
故
）

三
輪
田
俊
助
先
生
の
１
９
３
７
年
制
作
「
風
景
」

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
風
景
」
は
、
2 0
号
Ｆ
サ
イ
ズ
程
の
大
き
さ
で
、

暗
く
拡
が
る
遠
景
に
大
き
な
蛾
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に

な
っ
た
羽
根
を
広
げ
て
立
ち
上
が
る
幻
像
を
作

品
に
し
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
魅

か
れ
、
グ
ル
ー
プ
「
絵

画
」
を
結
成
し
た
頃
の

作
品
と
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。

　

東
京
で
の
私
の
個
展

日
程
が
運
良
く
展
覧
会

に
重
な
り
、
久
し
振
り

に
先
生
の
「
風
景
」
と

の
再
会
が
叶
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
展
覧
会

に
私
の
尊
敬
す
る
画
家

の
芥
川
隣
太
郎
、
藤
山

ハ
ン
の
両
氏
も
選
出
さ

れ
た
の
で
、
私
は
画
廊
を
早
め
に
抜
け
出
し
て

横
浜
で
の
祝
賀
会
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　

翌
日
に
美
術
館
を
訪
ね
た
ら
、
偶
然
に
も
先

生
の
「
風
景
」
の
隣
り
に
芥
川
氏
の
作
品
２
点

が
並
び
、
す
ぐ
近
く
に
藤
山
氏
の
作
品
３
点
が

並
ん
で
居
て
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
村
山
槐

多
、
関
根
正
二
、
萬
鐵
五
郎
な
ど
特
異
な
る
大

家
達
が
並
ぶ
幻
視
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
見
応
え

あ
る
展
覧
会
で
し
た
。

　

時
代
を
超
え
て
な
お
色
褪
せ
な
い
幻
視
の
魅

力
、
そ
し
て
繋
が
る
不
思
議
な
出
会
い
、
御
縁

に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
先
生
の
「
風
景
」

に
一
礼
し
て
美
術
館
を
後
に
し
ま
し
た
。

結婚して団地に引っ越した時に三輪田先生から届いたハガキ
（1977 年ころ）

岡本太郎美術館での「顕神の夢̶幻視の表現者」展に飾られた三輪田先生の「風景」（右）と中央と左は芥川隣太郎氏の作品
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俊助が注文にいった和霊神社の鳥居は、石造り（庵治石）
としては日本一の大きさと言われる

宇和島空襲死没者追悼平和記念碑（和霊公園）
※文字は伊藤道也氏

司馬遼太郎が宇和島に来ると
会食を楽しんだ斎藤鮮魚店の
マッチやほづみ亭の看板も俊
助のデザインだ

現在の城北中学校の学生カバン
（協力：フレンディ）
「北」の字をモチーフにデザイン
されていて、左の印に彫られて
いるモノは現在の校章とは少し
異なっているように見える

俊助がデザインした「べにばら」の包装紙は何
種類かあって、包装紙のコンテストで受賞もし
ている（上：初代）

1964 年の東京オリンピックの跳馬（体操）で金メダルを
獲得した松田治広氏を顕彰して造られた記念碑は和霊公園
から宇和島市の総合体育館に移設されている
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宇和島ライオンズクラブ創立 30 周年記念に南予
文化会館に設置された巨大なレリーフは、和霊
神社の大鳥居と同じ業者が制作した

三
輪
田
俊
助
の

足
あ
と

俊
助
が
遺
こ
し
た
モ
ノ
た
ち
が

今
で
も
宇
和
島
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

声
な
き
声
を
発
し
て
い
る

俊助がデザインした、清酒名門の紙パック
左が２級酒で右が１級酒



未完の大作「船形」などが並ぶ

「
三
輪
田
俊
助
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の

公
開
準
備
す
す
む

　
２
０
１
５
年
に
101
歳
で
こ
の
世
を
去
っ

た
三
輪
田
俊
助
（
以
下
：
俊
助
）
の
作
品

や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
後
世
に
遺
そ
う
と
、

河
野
た
か
（
俊
助
の
長
女
）
さ
ん
を
中
心

に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ア
ト
リ
エ
の
あ
っ
た
自
宅
を
改
築
し
た

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
２
階
）
は
、
す
で
に
完
成

し
て
お
り
、
今
後
は
ア
ト
リ
エ
を
整
備
し
、

夏
頃
を
め
ど
に
作
品
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
を
整
理
し
、
ど
の
よ
う
に
公
開
し
て
い

く
か
決
め
る
と
い
う
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
入
る
と
左
手
に
は
戦
前

の
作
品
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
が
展
示

さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
に
続
い
て
シ
ュ
ル

レ
ア
リ
ス
ム
の
作
品
な
ど
が
並
ぶ
。
そ
し

て
、
そ
の
対
面
に
は
抽
象
や
晩
年
の
未
完

の
大
作
「
船
形
」
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
俊
助
は
地
元
の
様
々
な
印
刷
物

の
挿
絵
な
ど
を
数
多
く
手
が
け
て
い
て
、

そ
れ
ら
は
、
絵
画
と
は
一
味
違
っ
た
趣
が

あ
り
興
味
深
い
。
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愛媛県農協婦人組織協議会機関誌の表紙絵も担当していた 城北中学校の文化祭ポスター

表紙絵や挿絵を手がけた様々な印刷物

棚にはコレクションの一部が、壁には若い頃の作品が展示されている



　
創
業
1
9
4
7
年
の
「
べ
に
ば
ら
」
は
、

万
年
筆
な
ど
の
文
具
か
ら
始
ま
り
、
次
第
に

洋
画
材
料
、
額
縁
な
ど
の
美
術
用
品
を
扱
う

店
に
変
わ
り
、
宇
和
島
初
の
画
廊
も
開
設
。

　
ま
た
、
1
9
5
0
年
頃
に
は
既
に
絵
画
教

室
が
始
ま
っ
て
お
り
、
今
に
至
る
長
き
に
亘

っ
て
続
い
て
い
ま
す
。

　
最
初
の
講
師
は
、
高
島
功
先
生
、
三
輪
田

俊
助
先
生
で
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
1
9

7
7
年
か
ら
は
「
ア
ト
リ
エ
堀
端
絵
画
教
室
」

と
し
て
、
現
在
の
吉
田
淳
治
先
生
（
大
人
ク

ラ
ス
）、
吉
田
一
美
先
生
（
こ
ど
も
ク
ラ
ス
）

で
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
入
会
の
あ
っ

た
人
数
は
、
現
講
師
か
ら
で
も
受
験
生
を
含

め
二
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
中
に
は
40
年

以
上
今
も
通
わ
れ
る
方
も
。

　
当
教
室
は
、
絵
の
面
白
さ
も
難
し
さ
も
味

わ
い
な
が
ら
、
個
々
の
描
き
方
で
自
由
に
表

現
し
て
い
た
だ
く
場
で
す
。

「
べ
に
ば
ら
」
絵
画
教
室
の
歴
史

アトリエ堀端絵画教室（べにばら内）宇和島市本町追手 2-8-6　TEL  0895-22-1104　benibara.art@gmail.com　※各 SNSの DMもOK

1954 年頃　高島功先生と絵を描く子供の頃の現講師 吉田淳治（画家） 1950 年頃のべにばら外観

べにばら HP

instagram

facebook

新
設
ク
ラ
ス

４
月
か
ら
は
、
加
え
て
吉
田
桃
子
講
師
に

よ
る
大
人
対
象
の
別
の
ク
ラ
ス
が
始
ま
り

ま
す
。
内
容
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
お
茶

を
し
た
り
、
お
喋
り
を
し
た
り
し
な
が
ら

気
軽
に
絵
を
楽
し
む
、
ご
高
齢
の
方
で
も

く
つ
ろ
げ
る
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
新
た
な
場

に
な
れ
ば

と
思
っ
て

い
ま
す
。

ご
一
緒
し

ま
せ
ん
か
。
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◆ル・サロン展５年連続入選記念◆

ハマノ　ツトム　グループ展
会　期／ 2025 年４月 11 日（金）～ 13 日（日）　9:00 ～ 17:00

会　場／うわじま きさいや広場 市民ギャラリー（入場無料）

主　催／アートギャラリー TOM（代表ハマノツトム）　☎0895-25-5346

〈出　展　者〉
ハマノツトム・夏井規子
高田千恵・高木益江

福田りおん（小学 3年生）



Atelier Palette GARO.
（ ア ト リ エ ぱ れ っ と ガ ロ ）

宇和島市泉町 2-2-10
（やくしじこどもクリニック跡）　
TEL： 090-7784-4703
HP：https://www.art-palette.com/

4.8 TUEOPEN！

宇和島をアートの街に
「観る」「創る」「楽しむ」

「食べる」「育む」

（＝五感でアートを感じる）

場所づくり

今 年 も 宇 和 島 信 用 金 庫 の カ レ ン ダ ー に 使 用 す る

作 品 の 公 募 展 を 開 催 い た し ま す 。

テ ー マ は 「 南 予 」、 募 集 期 間 は 7 月 末 ま で で す 。

絵 画 で も 写 真 で も か ま い ま せ ん 。

【 公 募 展 】

会期︓2025 年 8 月 5 日（火）～ 10 日（日）

会場︓宇和島信用金庫　新橋支店 2F セミナールーム

賞金︓最優秀賞（カレンダー採用）1 点 50,000 円

　　　優 秀 賞（会期中最多得票作品）1 点 30,000 円

　　　佳　　作（絵画 2 点、写真 2 点）各 5,000 円

　　　特 別 賞（アトリエぱれっと選）1 点 5,000 円

※応募要綱をご確認の上、奮ってご応募ください。

〈お問い合わせ〉
090-7784-4703（アトリエぱれっとガロ）

宇和島信用金庫
２０２６年版カレンダー用
作品公募展のごあんない
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●
ク
ロ
ネ
コ

●
松
乃
湯

アトリエぱれっと●

●八幡神社

フジグラン北宇和島●

■●
信
金 須

賀
川

ダ
ム
↓

Atelier Palette
GARO

画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

○ 絵 画 教 室

○ ギ ャ ラ リ ー

○ カ フ ェ

2025



お
し
ら
せ

会　場／パフィオうわじまホール
2025年
４月27日（日）
 開　場／ 14:30　開　演／ 15:00
 入場料／一般 2,500 円　高校以下 1,000 円
※当日券は 500 円増し
※未就学児は入場できません
お問合せ／ 0895 - 49 - 5922
主　　催／宇和島市生涯学習センター
協　　力／（公財）仙台フィルハーモニー管弦楽団

読者プレゼント
《応募方法》ハガキ、メールで住所、氏名、連絡先、年齢、性別、
　本誌へのご意見ご感想をご記入の上、下記までお送り下さい。
《応  募  先》〒798-0041　宇和島市本町追手2-4-10　
　宇和島信用金庫　業務推進部　広報文化室まで
　メール：uwashin-gyousui@uwaj ima.shinkin. jp
《締切り》４月10日

抽選でペア招待券を
３組様にプレゼント

ＱＲコードから
ご予約できます

約２５年間に亘り、兵頭俊朗先生から清家克久さん
に届いた100 通にも及ぶ手紙、年賀状、絵葉書の数
々。年代ごとに追っていくことで、兵頭先生の版画
家としての歩みと人柄が見えてくる貴重な資料です。
そして、資料としてだけでなく、文と字と絵の三位
一体となった作品の魅力にも溢れています。

● 「牛鬼の版画家　兵頭俊朗先生からの手紙」
　B5判　170 頁　1,650 円（税込）　限定 200 部
　販売店：べにばら画廊
　制作・編集　清家克久（美術コレクタ―、執筆者）

● 畦地梅太郎「石鎚山と故郷の風景」
　会　期：4月 25 日 (金) ～ 7月 21 日 (月)
　　　　AM9:00 ～ PM5:00（入館受付は PM4:30 迄）

　畦地梅太郎は、愛媛県北宇和郡二名村（現：宇和島市三
　間町）出身の版画家です。今展では、当館が所蔵する石
　鎚山を描いた作品と愛媛
　の山々や風景を描いた作
　品を一堂に展示します。
　また、梅太郎が版画で制
　作した「蔵書票」も展示
　します。
　「山の版画家」といわれた
　梅太郎の山の作品に込め
　た想いや故郷へ寄せる深
　い郷愁の念を感じていた
　だければと思います。

お問合せ /畦地梅太郎記念美術館・井関邦三郎記念館
休館日 /火曜日（祝休日の場合は、その直後の平日）
宇和島市三間町務田 180-1「道の駅みま」併設
Tel / Fax. 0895-58-1133
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　　　　　　　　　映画監督

　　　大森研一さん

　
「
予
土
線
っ
て
、
ど
こ
に
連
れ
て
行
か
れ
る
ん
だ
ろ
う
み

た
い
な
空
気
感
あ
り
ま
す
よ
ね
」
と
話
す
の
は
、
砥
部
町

出
身
で
東
京
在
住
の
映
画
監
督
、
大
森
研
一
さ
ん
だ
。
１

９
７
５
年
生
ま
れ
の
49
歳
。
頭
の
中
は
い
つ
も
映
画
の
こ

と
ば
っ
か
り
考
え
て
い
る
大
森
監
督
が
、
予
土
線
を
撮
影

し
て
い
る
と
い
う
も
ん
だ
か
ら
、
う
か
う
か
し
て
ら
れ
な

い
！　
話
を
聞
か
ず
に
い
ら
れ
な
い
で
は
な
い
か
！　
監

督
が
帰
省
中
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
さ
っ
そ
く
砥
部

町
の
「
砥
部
焼
観
光
セ
ン
タ
ー
炎
の
里
」
を
訪
ね
た
。

　
な
ん
と
去
年
の
秋
に
鬼
北
町
で
完
全
非
公
開
で
撮
影
が

行
わ
れ
て
い
た
の
だ
。
全
編
鬼
北
町
ロ
ケ
で
行
わ
れ
た
と

い
う
映
画
の
タ
イ
ト
ル
は
『
鬼
ベ
ラ
シ
』。「
鬼
」
の
つ
く

自
治
体
だ
け
に
、
映
画
も
「
鬼
」
が
主
役
だ
と
い
う
。
大

森
監
督
が
メ
ガ
ホ
ン
を
と
り
自
ら
脚
本
も
手
が
け
て
い
る
。

「
ち
ょ
う
ど
鬼
北
町
が
合
併
20
年
の
記
念
で
も
あ
る
し
、
い

ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
が
あ
っ
て
、
鬼
北
町
や
予
土
線

を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
一
致
し
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
」
と
い
う
。

　
振
り
返
る
と
私
と
大
森
監
督
と
の
出
会
い
は
、
２
０
１

５
年
の
宇
和
島
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
海
す
ず
め
」
の
撮

影
を
取
材
し
た
時
だ
っ
た
。
監
督
は
炎
天
下
の
中
、
モ
ニ

タ
ー
を
真
剣
な
眼
差
し
で
覗
き
込
ん
で
い
た
。
私
は
、
映

画
の
制
作
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
た
の
が
初
め
て
で
、

半
ば
野
次
馬
気
分
で
、
ず
っ
と
ウ
キ
ウ
キ
で
ハ
イ
テ
ン
シ

ョ
ン
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
に
は
監
督
の
地
元
で
あ
る
砥
部

町
を
舞
台
に
映
画
を
撮
影
し
て
い
る
と
聞
き
取
材
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
こ
の
時
は
、「
男
は
つ
ら
い
よ
」
で
お
馴
染
み

の
寅
さ
ん
の
甥
「
満
男
」
役
の
吉
岡
秀
隆
さ
ん
が
出
演
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
現
場
で
「
う
わ
〜
満
男
や
〜
」
と

大
興
奮
で
高
鳴
る
胸
を
押
さ
え
き
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
だ
。

と
、
そ
れ
は
ま
あ
い
い
と
し
て
（
笑
）
大
森
監
督
が
地
域

を
舞
台
に
映
画
を
撮
影
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
見
慣
れ
て

文／山下文子　
写真／坪内政美

11
文ちゃんとどつぼの

予土線のあの人に会いたい

最寄駅は「近永駅」（本当は渋谷駅）

 おお　も り　 け ん     い ち
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山下  文子（やました　あやこ）
宇和島市出身、鬼北町育ち
予土線沿線は県をまたぐも「ザ・生活圏」。鉄道を始め、
乗り物は何でも大好き　座右の銘は「その角を曲がれ
ば、旅」（※永六輔氏のうけうり）
「四万十の鉄道 予土線」のホームページでコラムを担当

坪内  政美（つぼうち　まさみ）
スーツ姿で撮影するという奇妙なこだわりをもつ鉄道カ
メラマン・ロケコーディネータ　各種鉄道雑誌などを執
筆する傍ら、テレビ・ラジオにも多数出演。町おこし列
車「どつぼ列車」を主宰し、駅スタンプを製作・寄贈す
る活動を行っている
高知県予土線利用促進対策協議会アドバイザー

四万十川の
鉄道よどせん 協力：高知県予土線利用促進対策協議会

い
た
景
色
が
劇
的
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
見
え
る
と
い
う

感
動
を
私
は
知
っ
て
い
る
。
鬼
北
町
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
予
土
線
も
き
っ
と
、
さ
ぞ
。

「
僕
は
無
人
駅
が
い
い
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。
切
な
さ
と

い
う
か
、
都
会
に
は
絶
対
に
な
い
で
し
ょ
。
あ
の
風
景

は
撮
ろ
う
と
思
っ
て
も
撮
れ
な
い
、
そ
こ
に
し
か
な
い

風
景
な
ん
で
す
よ
。
人
の
気
配
を
感
じ
な
い
と
い
う
か
、

そ
れ
は
映
画
づ
く
り
を
す
る
の
に
す
ご
く
魅
力
的
」

　
駅
に
人
が
居
な
い
と
い
う
の
は
、
本
来
の
駅
の
役
割

と
し
て
は
ど
う
な
の
か
、
な
ん
て
考
え
て
し
ま
う
け
れ

ど
、
た
し
か
に
大
都
会
の
人
ま
み
れ
の
駅
と
比
べ
た
ら
、

そ
り
ゃ
あ
も
う
驚
く
ほ
ど
人
の
気
配
は
な
い
。
そ
こ
に

立
つ
だ
け
で
、
目
の
前
の
景
色
は
独
り
占
め
だ
し
、
も

う
こ
の
ま
ま
誰
に
も
会
わ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

く
ら
い
逆
に
不
安
に
な
る
ほ
ど
だ
。

　
し
か
し
、
映
画
の
内
容
を
聞
け
ば
、
今
回
は
バ
ト
ル

ア
ク
シ
ョ
ン
だ
と
い
う
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ま
で
の
大

森
作
品
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
展
開
に
な
る
の
か
？　

も
し
か
し
て
、
近
永
駅
が
爆
破
さ
れ
た
り
、
ワ
ン
マ
ン

列
車
が
真
っ
二
つ
に

割
れ
た
り
し
ち
ゃ
う

の
か
、
い
や
い
や
・

・
・
・「
鬼
の
一
族
、

『
鬼
女
』
が
増
え
す

ぎ
て
し
ま
っ
て
、
国

が
鬼
を
減
ら
そ
う
と

い
う
こ
と
で
、
鬼
と

人
間
、
鬼
と
鬼
の
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。
そ
の
中
で
友
情

だ
っ
た
り
、
裏
切
り
だ
っ
た
り
、
色
々
な
感
情
が
交
錯

し
て
い
く
ん
で
す
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
心
情
を

描
く
場
面
で
も
予
土
線
が
い
い
場
所
に
な
っ
て
く
る
ん

で
す
よ
」
と
軽
く
内
容
を
明
か
し
て
く
れ
た
。

　
主
演
し
た
の
は
、
愛
媛
県
出
身
の
ア
イ
ド
ル
、Ｓ
Ｔ
Ｕ

４
８
の
中
村
舞
さ
ん
だ
っ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
も
愛
媛
出

身
者
だ
っ
た
り
と
地
元
愛
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
が
関
わ
っ

て
い
る
と
い
う
。
わ
ず
か
に
予
告
編
の
み
を
公
開
し
て

い
る
だ
け
な
の
に
、
早
く
も
情
報
を
か
ぎ
つ
け
た
人
た

ち
が
予
土
線
に
乗
り
に
来
て
い
る
と
い
う
話
も
あ
る
ほ

ど
。
映
画
が
公
開
と
な
っ
た
暁
に
は
、
予
土
線
に
も
っ

と
も
っ
と
注
目
が
集
ま
る
予
感
が
し
ち
ゃ
う
な
あ
〜
。

現
在
、
ま
だ
ま
だ
絶
賛
編
集
中
と
あ
っ
て
、
公
開
は
初

夏
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
だ
。

「
映
画
を
見
た
人
が
、 『
ど
こ
だ
よ
、
こ
こ
』
っ
て
思
っ
て

も
ら
っ
て
、
最
終
的
に
は
『
ど
こ
だ
ろ
う
』
イ
コ
ー
ル

『
行
っ
て
み
た
い
』
っ
て
言
う
風
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

公
開
後
に
は
、
予
土
線
の
乗
車
率
10
倍
ぐ
ら
い
に
し
て

や
り
た
い
で
す
よ
ね
」
と
意
気
込
む
。

　
さ
ら
に
大
森
監
督
は
、
こ
の
映
画
を
き
っ
か
け
に
地

元
の
人
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
地
域
を
発
信
す
る
商
品
を
開

発
し
た
り
、
観
光
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加
に
つ
な
が

る
よ
う
な
動
き
が
出
て
き

て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
。

私
の
父
が
、
鬼
の
角
な
ら

ぬ
鹿
の
角
を
ア
ク
セ
サ
リ

ー
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
し
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て
道
の
駅
で
販
売
し
て
い
る
こ
と
を
う
っ
か
り
監
督
に

話
す
と
、「
わ
あ
、
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
映
画
で
は

ま
さ
に
鬼
の
角
狩
り
を
す
る
ん
で
す
け
ど
、
本
当
に
鹿

の
角
っ
て
鬼
の
角
と
言
っ
て
も
い
い
く
ら
い
造
形
が
近

い
で
す
か
ら
、
も
う
ど
ん
ど
ん
や
っ
ち
ゃ
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
お
墨
付
き
を
い
た
だ
い
た
。
い
や
は
や
、
手
前

味
噌
な
が
ら
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、「
本
当
は
僕
自
身
も
撮
影
す
る
ば
っ
か
り
じ

ゃ
な
く
て
、
沿
線
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
予
土
線

に
乗
っ
て
飲
み
に
行
っ
た
り
し
た
い
ん
で
す
よ
。
大
人

の
遠
足
み
た
い
で
楽
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
連
れ

て
っ
て
く
だ
さ
い
よ
ー
」
と
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
に
本

音
を
こ
ぼ
す
大
森
監
督
。

　
は
い
、
も
ち
ろ
ん
ぜ
ひ
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
！　
鬼

の
よ
う
に
楽
し
い
美
味
し
い
予
土
線
の
旅
を
ご
案
内
し

ま
す
。
ど
こ
に
連
れ
て
行
か
れ
る
か
は
、
お
楽
し
み
と

い
う
こ
と
で
・
・
・
。

YouTube で
予告編公開中

↓

き
じ
ょ

鬼北町の鬼をデザインした「鬼列車」も絶賛運行中！

「よどせんとりてつマップ」を手に予土線撮影地についても話が弾む

テラスにあった線路の枕木を見て「これ、予土線の枕木だったりして」とつぶやく大森監督



「
こ
の
葉
っ
ぱ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」、「
知
っ
と
る
。

葉
っ
ぱ
で
す
！
」、
と
自
信
満
々
の
返
答
。「
ご
め
ん
、

ご
め
ん
、
質
問
の
仕
方
を
間
違
っ
て
い
た
ね
。
葉
っ
ぱ

の
名
前
で
す
」「
・
・
・
・
？
」「
お
母
さ
ん
達
は
御
存

知
で
す
か
？
」、「
・
・
・
？
」。
昨
年
の
夏
、
和
霊
公
民

館
で
実
施
し
た
「
夏
休
み
和
霊
子
ど
も
教
室
、
お
や
つ

の
時
間
で
す
よ
」
で
、
さ
ん
き
ら
の
葉
を
使
っ
た
「
炭

酸
鰻
頭
」
に
挑
戦
し
た
と
き
の
、
親
子
と
の
会
話
で
す
。

私
達
、
昭
和
の
人
に
と
っ
て
は
、
幼
い
頃
の
贅
沢
な

お
や
つ
で
し
た
。
近
く
の
山
に
、
さ
ん
き
ら
の
葉
を
取

り
に
行
っ
た
ら
、
ご
褒
美
に
母
親
が
作
っ
て
く
れ
た
等
、

懐
か
し
い
思
い
出
が
、
き
っ
と
皆
さ
ん
も
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。
材
料
は
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
で
、
粉

・
あ
ん
こ
・
砂
糖
・
牛
乳
で
す
。
親
子
で
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
、
あ
ん
こ
を
こ
ね
て
入
れ
、
さ
ん
き
ら
の
葉
に

載
せ
て
蒸
し
器
で
蒸
し
た
ら
出
来
上
が
り
で
す
。
形
や

大
き
さ
は
様
々
、
個
性
的
で
昔
懐
か
し
い
、
炭
酸
鰻
頭

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。「
こ
れ
は
、
私
の
！　
こ
れ
は

僕
が
作
っ
た
！
」
な
ど
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
、
大
満
足
の

教
室
に
な
り
ま
し
た
。

第
３
回
の
教
室
で
は
、「
ふ
く
め
ん
と
三
間
の
桜
い
な

り
」
に
親
子
で
挑
戦
し
ま
し
た
。
少
し
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
か
な
と
心
配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ん
の
そ
の
、
無

事
完
成
し
て
お
腹
い
っ
ぱ
い
、
大
満
足
の
教
室
に
な
り

ま
し
た
。

　

大
人
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど
、
子
ど
も
達
は
、
出
来
な

い
の
で
は
な
く
て
逆
に
私
達
が
さ
せ
て
い
な
い
の
か
も

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
手
伝
い
に
＊
食
改
和
霊
支

部
の
方
々
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
「
あ
な

た
は
、
あ
そ
こ
の
お
孫
さ
ん
や
ね
」、「
登
校
、
下
校
の

時
に
会
う
よ
ね
」
な
ど
、
地
域
の
交
流
の
場
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
地
域
の
お
ば
ち
ゃ
ん
達
と

お
互
い
が
顔
を
覚
え
て
、
気
軽
に
声
を
掛
け
合
う
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
、
安
心
・
安
全
な
町
作
り
に
も
つ
な
が

る
か
も
と
思
い
は
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ａ
小
学
校
の
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
か
ら
、
人
数
が
多
く

予
算
も
少
な
い
の
で
す
が
、「
郷
土
料
理
ら
し
き
物
」
は

出
来
な
い
で
す
か
？　

の
依
頼
を
受
け
た
時
は
役
員
さ

ん
達
と
何
度
も
話
し
合
い
、
え
ひ
め
の
美
味
し
い
「
み

か
ん
ジ
ュ
ー
ス
」
を
使
っ
た
夏
の
お
や
つ
に
挑
戦
し
て

み
ま
し
た
。
み
か
ん
の
白
玉
だ
ん
ご
・
簡
単
み
か
ん
の

カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
・
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
の
寒
天
ゼ
リ
ー
を

作
り
ま
し
た
。
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
お
父
さ
ん

か
ら
は
、「
料
理
は
科
学
で
す
ね
」
と
、
料
理
の
楽
し

さ
に
目
覚
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

以
前
、
食
改
さ
ん
の
活
動
と
し
て
も
御
紹
介
し
ま
し

た
が
、
各
学
校
に
も
「
郷
土
料
理
研
究
会
」
と
し
て
、

鯛
そ
う
め
ん
や
卵
か
ん
・
ふ
く
め
ん
等
「
う
わ
じ
ま
の

味
」
の
普
及
活
動
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
や

若
い
保
護
者
の
方
々
と
の
交
流
の
中
か
ら
、
私
達
も
た

く
さ
ん
の
学
び
や
発
見
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、「
お
い

し
い
！
」
は
、
気
持
ち
や
人
間
関
係
を
よ
り
豊
か
に
し

て
い
く
と
い
う
事
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
宇
和
島
に
は
、

自
然
豊
か
な
海
や
山
が
あ
り
、
沢
山
の
方
々
が
「
美
味

し
い
み
か
ん
や
野
菜
・
魚
等
」
作
り
に
日
々
奮
闘
さ
れ

て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
ほ
っ
こ
り
温
か
い
人
間
関
係
が

そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

　

郷
土
料
理
教
室
で
、
そ
の
事
も
子
ど
も
達
に
し
っ
か

り
伝
え
て
、「
郷
土
・
宇
和
島
愛
」
が
よ
り
大
き
く
な

っ
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

い の ち の は な し

グー チョキパー 11
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愛
媛
大
学
地
域
協
働
セ
ン
タ
ー
南
予 

副
セ
ン
タ
ー
長　

 

大
本
敬
久

南 予 の 祭 り 歳 時 記

1971 年  八幡浜市生
まれ、西予市在住。
専門は民俗学・日本
文化論。著書に『愛
媛の民俗―冠婚葬祭
編―』（愛媛県文化振興
財団）。愛媛県歴史文
化博物館勤務を経て、
現在、愛媛大学地域
協働推進機構特定准
教授。

お
お     

も
と　

  

た
か     

ひ
さ

　
相
撲
は
日
本
古
来
の
伝
統
的
競
技
で
あ
る
。
現

在
で
は
国
技
館
等
で
行
わ
れ
る
「
大
相
撲
」
を
す

ぐ
に
連
想
す
る
が
、
元
来
「
競
技
」
で
あ
る
と
と

も
に
、
豊
作
祈
願
や
除
災
招
福
の
「
神
事
」
と
し

て
の
側
面
も
持
っ
て
い
た
。
相
撲
の
起
源
を
紹
介

す
る
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天
皇
紀
に
は
、
野
見
宿

禰
と
当
麻
蹶
速
の
相
撲
が
相
手
を
つ
ぶ
す
程
の
力

強
い
足
踏
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

四
股
も
、
語
源
は
醜
足
の
略
語
で
、
踏
み
つ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
邪
霊
を
退
散
さ
せ
、
安
穏
を
得
る

意
味
が
あ
る
。
こ
の
呪
的
な
動
作
が
相
撲
の
神
事

的
要
素
の
根
本
で
あ
り
、
後
に
様
々
な
祭
り
や
民

俗
芸
能
に
相
撲
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
要
因
と
も
な

っ
た
。

　
愛
媛
県
内
の
民
俗
行
事
の
中
に
も
様
々
な
神
事

相
撲
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
有
名
な
行
事
と
し
て

は
今
治
市
大
三
島
町
の
大
山
祇
神
社
「
一
人
角
力
」

（
旧
暦
５
月
５
日
、
９
月
９
日
）、
西
予
市
野
村
町

の
「
乙
亥
大
相
撲
」（
11
月
下
旬
）、
そ
し
て
宇
和

島
市
吉
田
町
の
吉
田
祭
（
11
月
３
日
）
の
「
卯
之

刻
相
撲
」
が
あ
る
。

　
乙
亥
大
相
撲
で
は
、
最
後
、
大
関
戦
の
両
者
が

徳
俵
上
に
立
ち
、
梵
天
に
両
手
を
か
け
て
、
関
係

者
が
囲
む
よ
う
に
土
俵
に
上
が
る
。
そ
し
て
行
司

が
次
の
よ
う
な
口
上
を
述
べ
て
終
了
す
る
。

「
ハ
ァ
、
沖
は
大
漁
、
陸
は
満
作
、
富
貴
繁
盛
と

打
ち
ま
し
ょ
う
。
ハ
イ
、
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン
、
も

う
一
つ
祝
っ
て
、
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン
、
祝
っ
て
シ

ャ
ン
で
、
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン
、
シ
ャ
ン
」。

︵
宇
和
島
市
︶

卯
之
刻
相
撲

卯之刻相撲　　写真提供／北濱一男

う　

  

の   

こ
く    

ず   

も
う

五
穀
豊
穣
、
豊
漁
を
祈
願
し
、
結
局
、
最
後
の
力

士
は
勝
敗
を
つ
け
な
い
形
で
乙
亥
大
相
撲
は
終
わ

る
。
翌
年
へ
の
持
ち
越
し
と
し
て
、
来
年
以
降
も

相
撲
を
奉
納
し
、
豊
作
の
恵
み
が
続
い
て
永
く
野

村
地
域
の
安
心
、
安
寧
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
意

図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
は
引
き
分
け
と
す
る
。
こ
の
形
態
は
宇
和

島
市
吉
田
町
の
吉
田
祭
（
令
和
７
年
３
月
に
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
）
の
中
の
「
卯
之

刻
相
撲
」
で
も
見
ら
れ
る
。
毎
年
11
月
３
日
、
吉

田
町
立
間
に
あ
る
八
幡
神
社
で
午
前
５
時
（
卯
之

刻
）
よ
り
神
輿
へ
の
神
霊
奉
遷
に
先
立
っ
て
神
前

に
奉
納
さ
れ
る
神
事
相
撲
で
あ
る
。
立
間
地
区
を

本
村
と
長
谷
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
３
人
の

力
士
が
参
加
す
る
と
と
も
に
行
司
１
人
が
つ
い
て

八
幡
神
社
の
神
前
で
取
り
行
わ
れ
る
。
取
組
は
、

小
結
・
関
脇
・
大
関
と
東
西
で
固
定
し
て
お
り
、

四
股
名
は
そ
れ
ぞ
れ
「
島
の
巌
山
」
と
「
権
現
山
」、

「
天
神
山
」
と
「
八
坂
山
」、「
龍
王
山
」
と
「
八
幡

山
」
と
な
っ
て
い
て
、
２
度
目
の
取
組
の
途
中
で

行
司
が
東
西
の
力
士
の
背
中
を
押
さ
え
て
止
め
に

入
り
、「
ご
名
人
ご
名
人
、
こ
の
相
撲
明
年
ま
で
行

司
預
か
り
と
い
た
す
」
の
口
上
で
勝
負
な
し
と
し

て
す
べ
て
の
取
組
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
地
区
を
二
分
し
て
相
撲
を
奉
納
す
る
形
な
の

で
、
勝
敗
を
つ
け
ず
、
翌
年
へ
の
持
ち
越
し
と
す

る
こ
と
で
、
地
区
全
体
の
繁
栄
を
願
う
と
い
う
意

味
だ
と
思
わ
れ
る
。
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ひ
と
り  

ず
も
う

し
こ
あ
し

し　
こ

ね

じ
ゅ
て
き

の  

み
の
す
く

た
い
ま
の  

け  

は
や



頭
痛
は
、
他
に
特
に
原
因
や
疾
患
が
見
当
た
ら

な
い
「
頭
痛
そ
の
も
の
が
病
気
」
の
一
次
性
頭
痛

と
脳
出
血
や
外
傷
、
脳
腫
瘍
な
ど
の
他
の
病
気
に

伴
う
二
次
性
頭
痛
に
分
か
れ
ま
す
。

　

一
次
性
頭
痛
の
頻
度
は
2 5
％
程
度
と
推
測
さ
れ

て
お
り
、
誰
に
で
も
起
き
う
る
疾
患
で
す
。
一
次

性
頭
痛
で
一
番
多
い
の
が
緊
張
型
頭
痛
で
す
。
頭

全
体
が
締
め
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
両
側
性
の
頭
痛

で
拍
動
性
は
な
く
、
痛
み
は
軽
度
か
ら
中
等
度
で

す
。
吐
き
気
は
伴
わ
ず
、
運
動
な
ど
で
の
増
悪
は

あ
り
ま
せ
ん
。
発
症
に
は
ス
ト
レ
ス
や
筋
肉
の
緊

張
な
ど
の
身
体
的
・
精
神
的
な
原
因
が
引
き
金
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
月
に
１
回
程
度
の
頭
痛

で
あ
れ
ば
市
販
の
鎮
痛
剤
で
様
子
を
見
て
も
よ
い

の
で
す
が
慢
性
化
し
た
り
、
頭
痛
に
よ
り
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
場
合
に
は
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

次
に
多
い
の
が
片
頭
痛
で
す
。
頭
の
片
側
に
拍

動
性
の
痛
み
が
繰
り
返
し
生
じ
ま
す
。
睡
眠
不
足

や
過
労
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
が
引
き
金
に
な
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
た

と
き
に
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
月
経
周
期
や

気
候
の
変
化
が
誘
引
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

頭
痛
は
強
く
、
吐
き
気
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、

動
く
と
増
悪
し
ま
す
。
女
性
に
多
く
、
し
ば
し
ば

頭
痛
の
前
に
視
界
に
ギ
ザ
ギ
ザ
し
た
光
が
現
れ
る

な
ど
の
前
兆
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
、

１
時
間
以
内
に
頭
痛
発
作
が
起
こ
り
ま
す
。
光
や

音
に
敏
感
に
な
っ
た
り
、
通
常
は
痛
み
を
感
じ
な

い
触
覚
刺
激
に
対
し
て
も
痛
み
を
感
じ
て
し
ま
う

な
ど
の
感
覚
異
常
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

頭
痛
は
、
４
時
間
か
ら
３
日
間
く
ら
い
続
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
片
頭
痛
自
体
が
命
に
か
か
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
症
状
が
強
い
た
め
日
常

生
活
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
偏
頭

痛
の
3
／
4
の
方
が
日
常
生
活
に
支
障
が
あ
り
、

３
割
の
方
が
寝
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
片
頭
痛

は
治
療
や
予
防
が
可
能
な
病
気
で
あ
り
、
専
用
の

薬
剤
も
あ
り
ま
す
の
で
症
状
が
強
い
場
合
は
医
療

機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
頭
痛
が
月
に
1 5
日
以

上
の
頻
度
で
３
カ
月
以
上
続
く
慢
性
片
頭
痛
は
専

門
医
で
の
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

群
発
頭
痛
は
頻
度
が
0 . 1
％
以
下
と
稀
な
頭
痛
で

す
が
、
症
状
が
極
め
て
強
く
目
を
え
ぐ
ら
れ
る
よ

う
な
激
し
い
片
方
の
頭
痛
が
１
〜
２
カ
月
の
間
、

毎
日
生
じ
ま
す
。
通
常
の
鎮
痛
剤
は
効
果
が
な
く
、

頭
痛
に
つ
い
て

沖内科クリニック
副院長  沖　良隆

医療
health care

専
門
医
で
の
治
療
が
必
要
で
す
。

　

二
次
性
頭
痛
に
は
危
険
な
頭
痛
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
激
し
い
頭
痛
が
突
然
生
じ
た
場
合
は
く
も

膜
下
出
血
な
ど
の
重
篤
な
疾
患
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
発
熱
を
伴
う
時
に
は
髄
膜
炎
や
脳
炎
も
疑

わ
れ
ま
す
。
強
い
目
の
痛
み
を
伴
う
時
に
は
緑
内

障
発
作
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
頭
痛
持
ち
の
方

で
も
、
こ
れ
ま
で
の
頭
痛
と
は
違
う
強
い
頭
痛
を

感
じ
た
場
合
は
危
険
な
頭
痛
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
痛
み
が
ど
ん
ど
ん
ひ
ど
く
な
る
、
体
の
麻
痺

や
し
ゃ
べ
り
に
く
い
な
ど
の
神
経
症
状
を
伴
う
、

意
識
障
害
や
痙
攣
を
伴
う
場
合
に
は
直
ぐ
に
救
急

車
を
呼
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。
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野
菜
と
れ
て
い
ま
す
か
？

食
めぐり

 和田  広美
管理栄養士
柑橘ソムリエ

シーフードマイスター
愛媛大学地域再生マネージャー

　
　
　
　
ご
高
齢
の
方
か
ら
、「
便
秘
」
の
訴
え
を

聞
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て

は
、
老
化
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
が
一
番
に
あ

げ
ら
れ
ま
す
が
、
栄
養
の
偏
り
が
影
響
し
て
い
る

場
合
も
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
加
齢
に
伴
い
日
常
の
運
動
量
が
少
な
く
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
食
事
量
も
減
少
す
る
。
あ
ま
り
食
べ

ら
れ
な
い
の
で
好
き
な
も
の
だ
け
食
べ
る
よ
う
に

な
り…

　
嗜
好
品
に
偏
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？　
便
秘
の
改
善
方
法
と
し
て
、
栄
養

素
の
中
で
は
排
便
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
食
物
せ
ん

い
を
と
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
物

せ
ん
い
は
、
そ
の
性
質
に
よ
り
２
つ
の
種
類
に
分

け
ら
れ
ま
す
（
下
表
）。

　
私
た
ち
の
体
に
必
要
な
「
食
物
せ
ん
い
」
量
は

以
外
に
多
く
、
献
立
を
立
て
る
際
、
必
要
量
を
満

た
す
の
に
い
つ
も
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
毎
日
の

食
事
を
栄
養
計
算
し
な
が
ら
食
べ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
必
要
量
を
満
た
す
ポ
イ
ン
ト
を
簡

潔
に
述
べ
る
と
「
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
所
に
行
き
着
き
ま
す
。
厚
生
労
働
省

で
は
一
日
に
食
べ
る
野
菜
摂
取
の
目
標
量
を
「
３

５
０
㌘
以
上
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
ま
で
の

「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」
を
見
る
と
目
標
量
を
満

た
せ
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
令
和
５
年
度
の
最

新
調
査
に
お
い
て
は
野
菜
摂
取
量
が
年
々
減
少
し

て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
野
菜
摂
取
は
排
便

機
能
を
整
え
る
他
に

「
血
糖
値
の
上
昇
を

抑
制
す
る
」「
摂
り
す

ぎ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
を
体

外
に
排
出
す
る
」「
多

く
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ

ム
が
血
圧
上
昇
を
抑

制
す
る
」「
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
に
よ
り

若
返
り
効
果
が
期
待

で
き
る
」
な
ど
健
康

に
役
立
つ
要
素
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　
春
は
植
物
が
元
気

に
育
つ
季
節
！　
手

頃
な
値
段
の
旬
の
野

菜
を
選
ん
で
、
食
卓

に
「
野
菜
を
一
皿
追

加
」
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
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べジだけピザ

種類 機能 多く含まれる食品

やわらかい便にする

腸の善玉菌を増やす

排便量を増やす

腸の蠕動運動を促す

水溶性食物せんい こんにゃく、海藻類、きのこ類、果物 など

不溶性食物せんい 穀類、豆類、野菜類 など

（材料）1枚分（20㎝）
　じやがいも　・・・　2個（250ｇ）
　塩　　　　　・・・　少々
　小麦粉　　　・・・　大さじ1
　オリーブ油　・・・　大さじ2
　ミニトマト　・・・　3個
　ピーマン　　・・・　1個
チーズ　　　・・・　適宜
　※溶けるタイプ
　ケチャップ、バジル（好みで）

（作り方）
① じゃがいもは、細い千切り
にする。ザルに入れて、塩
（ふたつまみ ) をまぶす。
 ( 水分を出す為 10 分程度 )

② ①をボウルに移し、小麦粉
を入れて混ぜる。フライパン
にオリーブ油を熱し、①を焼く。
( 丸く薄く広げて弱火でじっく
り片面を焼く )

③ 片面が焼けたら返し、焼
けた面にミニトマト、ピーマ
ン、チーズをトッピングする。
フタをして、弱火でじっくり
裏面を焼く。( じゃがいもに
火が通るまで )



「僕には鳥の言葉がわかる」

著者は大学 4年生の時に卒論研究のため、軽井沢の森に巣箱を置き「シジュウガラ」の生態を調
べ始めた。それから 20 年余りの実験調査の結果、「シジュウガラ」が言葉を使うことを発見し、
「動物言語学」という新しい学問分野まで立ち上げてしまった。
「好きだから」「かわいそうだから」という感情から始まり、根気強くテーマをひとつの成果にし
ていく過程が平易な文章で描かれている。子どもたちに読んでほしい 1冊です。
学校図書館を担当されている先生‼　ご注文をお待ちしています。

協力：岩崎書店 宇和島市錦町 4-16　TEL. 0895-22-0528

Tsunagu 

お気楽 俳句

絵
：
律
川
エ
レ
キ

１
９
６
６
年
宇
和
島
市
生
ま
れ　
奈
良
市
在
住

２
０
０
０
年
頃
よ
り
俳
句
新
聞
や
雑
誌
「
１
０
０
年
俳
句
計
画
」
等

に
挿
絵
を
描
く
。
映
像
作
家　
俳
号
大
塚
桃
ラ
イ
ス

２
０
２
５
年
１
月
【
第
５
回
め
ぶ
き
句
会
】
よ
り

書
き
初
め
で
特
選
目
指
し
半
紙
折
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ろ
く
ま
は
る
み
ん
（
小
３
）
鳥
取

犬
の
目
に
映
る
餅
搗
激
し
く
て　
　
　
　
南
未
来
（
中
１
）
愛
媛

ざ
く
ろ
石
の
赤
不
完
全
冬
夕
焼　
　
　
　
　
侑
樹
（
中
２
）
愛
媛

手
袋
を
取
る
一
瞬
の
憂
鬱
や　
　
　
　
　
　
さ
な
（
中
１
）
愛
媛

縄
跳
や
ネ
ジ
の
緩
み
し
ジ
ャ
ン
プ
台　
　
　
わ
か
（
高
２
）
愛
媛

            ※

学
年
と
都
道
府
県
名
は
投
句
当
時
の
も
の　
色
文
字
は
季
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
き
組
中
高
生
会　

@
Chukoseikai

　
　
　
　
　
構
成
：
小
野
更
紗

　
　
　
　
　
１
９
８
７
年
よ
り
宇
和
島
市
在
住　
息
子
の
俳
句
甲
子
園
出
場
を
機

　
　
　
　
　
に
俳
句
を
始
め
る　
い
つ
き
組　
じ
ゃ
こ
天
句
会（
毎
月
第
２
金
曜
日

                      

７
時
よ
り
鶴
島
公
民
館
）

Tsunagu 

おすすめの本

〝
俳
句
が
好
き
！　
作
っ
た
俳
句
の
感
想
を
聞
い
て
み
た
い
！

み
ん
な
の
俳
句
に
つ
い
て
語
り
合
い
た
い
！
〞
そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
句
会
が
「
め
ぶ
き
句
会
」。「
い
つ
き
組

中
高
生
会
」
の
主
催
で
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
も
俳

句
の
種
ま
き
を
し
よ
う
と
い
う
そ
の
心
意
気
、
な
ん
と
頼
も
し

い
子
ど
も
た
ち
で
し
ょ
う
。

２
０
２
３
年
８
月
【
第
１
回
め
ぶ
き
句
会
】
よ
り

〈
問
一
〉
が
一
番
難
し
い
夜
長　
　
　
　
　

  

颯
萬
（
高
１
）
愛
媛

水
鉄
砲
真
上
を
向
い
て
撃
っ
て
み
る　
　
幸
の
実
（
中
２
）
大
阪

２
０
２
４
年
１
月
【
第
２
回
め
ぶ
き
句
会
】
よ
り

天
津
飯
の
あ
ん
の
な
め
ら
か
冬
北
斗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ッ
プ
た
た
が
わ
す
す
こ
（
小
４
）
大
阪

冬
の
蝶
カ
メ
ラ
写
ら
ず
空
に
溶
け　
　
坐
花
飛
鳥
（
小
４
）
愛
媛

旅
ひ
と
り
温
泉
宿
の
蜜
柑
剥
く　
古
瀬
ま
め
ね
こ
（
小
６
）
長
野

２
０
２
４
年
３
月
【
第
３
回
め
ぶ
き
句
会
】
よ
り

ビ
ー
カ
ー
の
目
盛
り
の
か
す
れ
春
時
雨　
打
楽
器
（
高
１
）
愛
媛

ケ
ン
ケ
ン
パ
弾
ん
だ
つ
ま
先
に
春　
　
　
　
花
心
（
小
６
）
愛
媛　

指
ず
も
う
し
よ
う
が
言
え
ん
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
物
打
楽
器
（
小
２
）
愛
媛

２
０
２
４
年
８
月
【
第
４
回
め
ぶ
き
句
会
】
よ
り

け
し
ゴ
ム
が
小
さ
く
な
っ
た
夏
休
み　
　
　
陽
華
（
小
２
）
愛
媛

プ
ー
ル
の
日
く
も
を
ね
む
ら
す
た
め
の
う
た　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
史
華
家
（
小
２
）
埼
玉

釣
り
針
の
返
し
に
秋
の
風
騒
ぐ　
　
　
　
　
結
雅
（
高
２
）
愛
媛

ペ
ン
ギ
ン
の
歩
く
半
歩
や
風
薫
る　
　
　
　
喜
隆
（
高
２
）
愛
媛

ヒ
ロ
シ
マ
の
蟻
の
背
中
が
し
ゃ
べ
ら
な
い　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
２
号
（
中
３
）
愛
媛

＊なるたけみぞーに！ ：  なるべく短く！

鈴木俊貴：著
小学館（2025 年 1 月刊）1,870 円（税込）

も
ち
つ
き
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■アトリエぱれっと　ガロ　https://art-palette.wixsite.com/mysite
宇和島市泉町 2-2-10　TEL.090-7784-4703　yuka@art-palette.com　コメント：清家由佳

作品名：『3 つのモノ』（水彩）
作者：船田名津美（大人クラス）
船田さんが描いたキャンベルのスープ缶。60 年前、アンディ・ウォーホルが、この缶を
モチーフに大衆文化を融合させ、旧来の芸術価値観を刷新。ポップアートの旗手となり、
世界を席巻した。そして今、さくらちゃんはいとも自然にポップの流れを感じ取り、軽々
とアートする。とらわれのない楽しさから次々と生み出す、美しい色やかたち。船田さ
んは、その缶をまたまた逆転させ、具象の力強さで再現した。モノを見る目を手に伝え
る確かさ。何でもあり、美術の世界はおもしろい。

作品名：『多肉植物と曲尺』（アクリル）
作　者：西森柊人（高 3）
毎日、受験コースでデッサンと平面構成
を制作している姿は、とても真剣でした。
描くこと表現することがとても好きなん
だということがよくわかります。これか
らも柊人くんの作品を楽しみにしていま
す。大学へ進学しても頑張ってね！

作品名：『一升瓶のある静物』（ 鉛筆）
作　者：菊池心優（高 3）
毎日遠方から通い続け、受験対策コース
で日々技術習得と感性を磨いて、よく頑
張りました。物を捉える力と発想力に優
れている心優さん。大学生になっても、
もち前の明るさで楽しいキャンパスライ
フと素敵な絵を描き続けてほしいです。

作品名：『睡眠薬』（ 鉛筆）
作　者：伊藤　奏（高 3）
なんでも本気で取り組む奏ちゃん、ぬい
ぐるみの柔らかさ、可愛さをよく表現で
きています。アーティーンとしても、宇
和島信用金庫主催のカレンダー公募展の
ポスターチラシのデザインも彼女のデザ
インです。大学へ進学しても頑張ってね！

■アトリエ堀端絵画教室（べにばら画廊）https://benibara.webhop.info/
宇和島市本町追手 2-8-6　TEL. 0895-22-1104　　コメント：吉田 淳治

Tsunagu 

つなぐ美術館

作品名：『私のこころ』（アクリル）
作者：中尾桜（こどもクラス）

作品名：『昭和から令和へつなぐ』（水彩）
作者：萩森奏（こどもクラス）
黒電話の重厚感とスマホのシンプル形体。
丁寧によく見て描いているかなでちゃん。
一枚の絵の中に時代の移り変わりを表す。
受話器を手に取りダイヤルを回せば、
時空を超えた声とつながるかもね！
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弊
社
は
、
２
０
１
３
年
11
月
に
株
式

　
　
　
会
社
ロ
ビ
ン
を
設
立
し
、
高
齢
者
福

　
　
　
祉
事
業
の
通
所
介
護
施
設
「
デ
イ
ス

　
　
パ
駒
鳥
」
を
２
０
１
４
年
４
月
に
和
霊

　
町
に
て
創
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ご
利

用
者
の
増
加
に
伴
い
、
事
業
拡
大
の
た
め
２

０
１
７
年
５
月
に
現
在
の
寄
松
に
移
転
統
合

し
ま
し
た
。

　
弊
社
の
経
営
理
念
は
「
誠
心
誠
意
」
で
す
。

誠
心
誠
意
と
は
噓
偽
り
な
く
真
心
を
も
っ
て

事
に
あ
た
る
こ
と
、
真
心
と
は
真
剣
に
尽
せ

る
心
で
す
。
福
祉
で
は
、
こ
の
心
を
も
っ
て

業
務
に
あ
た
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
だ
と
考

え
て
お
り
、
職
員
の
採
用
・
教
育
に
お
い
て

も
最
も
重
要
視
し
て
い
ま
す
。

　
通
所
介
護
施
設
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と
は
、

介
護
の
認
定
を
受
け
た
方
の
心
身
機
能
の
維

持
・
向
上
、
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
や
認
知

症
予
防
等
を
目
的
と
し
て
、
日
帰
り
で
入
浴
、

食
事
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
機
能
訓
練
と

い
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
施
設

で
す
。
ま
た
、
ご
利
用
者
を
支
え
る
ご
家
族

の
介
護
負
担
軽
減
や
自
由
時
間
（
仕
事
や
買

い
物
等
）
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
も
通
所

介
護
施
設
の
大
き
な
社
会
的
役
割
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
デ
イ
ス
パ
駒
鳥
に
は
、
人
気
の
理
由
が
三

つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
気
質
の
良
い
職
員

達
」
で
す
。
職
員
間
の
関
係
も
非
常
に
よ
く
、

ご
利
用
者
ご
家
族
の
こ
と
を
親
身
に
な
っ
て

考
え
日
々
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
私
自

身
も
、
将
来
は
デ
イ
ス
パ
駒
鳥
に
通
い
た
い

と
思
う
ほ
ど
で
す
。
二
つ
め
は
「
リ
ハ
ビ
リ
」

うわしん「南予活性化若手経営塾」とは、宇和島信用金庫において１年間、南予地域の産業活性化をはかるために
創業者や２代目、３代目の若手経営者を育成し、企業経営体質の健全化・成長のためのセミナー・個別指導・異業
種交流等をおこなっていて、地域内の中小企業の経営レベルを向上させる目的で開講されています。

「大人気のデイサービス！その人気の理由は・・・！？」

で
す
。
退
院
後
や
心
身
機
能
を
維
持
向
上
す

る
た
め
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
弊
社

に
は
、
医
療
知
識
豊
富
な
理
学
療
法
士
・
作

業
療
法
士
・
看
護
師
が
現
在
十
二
名
勤
務
し

て
お
り
、
一
般
的
な
通
所
介
護
施
設
と
比
べ

専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
全
国
的
に
み
て
も
通
所
介
護
施
設

で
こ
れ
ほ
ど
の
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
職
の
配
置

は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
つ
め
は
、
入
浴
で
す
。

弊
社
の
浴
槽
は
大
浴
槽
で
は
な
く
「
全
て
個

浴
槽
」
と
な
っ
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
綺
麗

な
お
湯
に
つ
か
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
大

変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
と
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
全
て
の
皆
様

方
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
現
在
の
施
設
も
手

狭
と
な
り
２
号
店
の
出
店
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
ま
だ
計
画
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ス
ペ
ー
ス
を
広
く
確
保
し
て
運
動
と
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
備
え
た
設
備
等
を
増
設

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
２
号
店

が
で
き
る
こ
と
で
、
ご
利
用
枠
の

順
番
を
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
る

方
や
新
規
の
ご
利
用
者
の
受
入
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
今
後
も
、
ご
利
用
者
ご
家
族
の
さ
ら

な
る
充
実
し
た
日
常
生
活
の
一
助
と
な
り
、

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
デ
イ
ス
パ
駒
鳥
は
、
ご
利
用
者
ご
家
族
、

外
部
の
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
）
様
な
ど
弊
社
と
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
皆

様
の
口
コ
ミ
の
み
で
こ
れ
ま
で
規
模
を
拡
大

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
利
用
を
ご
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
様
に

「
デ
イ
ス
パ
駒
鳥
に
行
き
た
い
」
と
お
伝
え

い
た
だ
け
ま
す
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

デイスパ駒鳥の浴室

株式会社ロビン　　代表取締役　小島大資

株式会社ロビン　
〒798-0084　宇和島市寄松甲 368-1
TEL：0895-49-3113　FAX：0895-49-3114

デイスパ駒鳥のフロア
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日本酒とたっぷりの桃が溶け合った、やさしいリキュール。
太陽を浴びて育った甘くみずみずしい国産の白桃だけを惜
しげもなく使用した、果実感あふれるリキュールです。
皮を剥いてピューレ状にすりつぶした白桃をさらに丁寧に
裏ごしして日本酒とブレンドすることで、ピーチ果汁のよ
うなとろりとした質感を実現しました。
ロック、ソーダ割り、ミルク割りにしても美味しいです。
他に、みかん、リンゴ、梅酒、ゆずなどのバリエーション
があって 4月にはパインの出荷も始まります。

あらごし桃酒
720ml  1,760 円（税込）　1800ml  3,520 円（税込）

梅乃宿酒造株式会社　奈良県葛城市寺口 27 番地 1

https://www.umenoyado.com/

作者プロフィール
本名 /城内　章　1957 年　宇和島生まれ　愛知県在住　
宇和島南高等学校卒　職業 /建設業　
趣味 /漫画イラスト作成　
著書に「のらとおばあちゃんの虹」

１９９６年に発見された小惑星２０２９０３は発見者中村
彰正にじゃこてん命名されました。形がじゃこ天で削って
食べれるというのは作者の希望です。( 笑 )

※斗酒百篇（としゅひゃっぺん）とは　たくさんの酒を飲みながら、たく
さんの詩を作ること。　古代中国の唐の時代、数多くの詩を作った李白の
ことを杜甫が『飲中八仙歌』の中で褒め称えた言葉。　　題字／矢間大蔵

Tosyu Hyappen

土師酒店
宇和島市広小路 2-58　☎ 0895-24-7888

営業時間：10:00 ～ 20:00　定休日：日曜日

は       し
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2025
年
　
春
号
　
年
4
回
発
行
　
発
行
人
　
宇
和
島
信
用
金
庫
　
〒
798-0041　

宇
和
島
市
本
町
追
手
2-4-10　

TEL.0895-23-7000　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　[無

料
]

● 宇和島市（本庁、津島支所、吉田支所、三間支所、中央図書館、吉田図書館、中央図書館津島分館、生涯学習センター、パフィオうわじま

市立宇和島病院、伊達博物館、畦地梅太郎記念美術館、歴史資料館）　● きさいや広場　●道の駅みま　●シロシタ　● 宇和島商工会議所　

● 南楽園　● かどや（駅前本店・弁天町店）　● ハイウェイレストラン宇和島　●和日輔　●福DON　● 盛運汽船　● 岩崎書店　● 木屋旅館　

● はまゆう薬局　● ひまわり薬局　●ＪＲ宇和島駅　●ＪＲ松山駅　●小野商店（津島）　●安藤コーヒー　● べにばら画廊　

● アトリエぱれっとGARO　● 香川・愛媛  せとうち旬彩館（東京）　● 宇和島信用金庫各支店　他

「つなぐ」の発行は、新春号（1月）、春号（3月）、夏号（6月）、秋号（10 月）です。　※宇和島信用金庫は「宇和島クラブ」協賛業者です。

「つなぐ」は、こちらでどうぞ。

  宇和島信用金庫×宮城第一信用金庫

業務提携１０周年定期預金

金　　利 0.40％

対　　　象 個人・法人（個人事業主含む）

そ　の　他 1 契約　10 万円～ 500 万円まで

期　間

１年

〈期　間〉 2025年４月１日～６月 30日

  宇和島信用金庫×宮城第一信用金庫

業務提携１０周年定期預金

募集総額

30億円
募集総額

30億円
※キャンペーン期間中でも販売総額に達
した場合、キャンペーンを終了させて頂
く場合がございます。

2014 年 12 月に宮城県の宮城第一信用金庫と
業務提携締結して 10 年となりました
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